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序文 

2005年5月の第58回世界保健総会（World Health Assembly）において新たな国際保健規則

（International Health Regulations：IHR）が採択され、2007年7月に施行された。ベクターサーベイラ

ンスおよびエントリーポイントでの防除プログラムを構築できるかどうかが、IHRの重要な要素の1

つである。このため、締結国は5年間で港湾空港を指定し（第21条）、ベクターサーベイランスおよ

び防除のための公衆保健対策能力を策定する（第13条）こととする。 

本ハンドブックの目的は、国際保健規則（第3条および第9条）の記載に従い、国境線およびエ

ントリーポイント（すなわち港、空港及び陸上越境地点）における衛生管理基準の実践的側面に

関する手引きを加盟国に提供することである。 

本テクニカルガイダンスは、疾病を媒介するベクターの体系的モニタリングおよびエントリーポイ

ントにおける総合的ベクター防除を目的とする包括的プログラムを策定するための技術指導を提

供することにより、締結国が当該義務を遵守できるよう支援することを目指している。この中には

エントリーポイントでの手続きの標準化、十分なモニタリングと対応能力の確保が含まれており、

具体例としてエントリーポイントとその周囲400メートルまでのベクターサーベイランスおよび防除

に必要なインフラストラクチャーの整備などが挙げられる。 

また、本ハンドブックは、港湾の保健衛生管理者、規制担当者、港湾の運営担当者のほか、エ

ントリーポイントおよび輸送機関に対してIHR（2005）実行責任者となる所轄官庁が参照資料として

使用することも意図している。さらに、ベクターサーベイランスを準備・実行し、IHR（2005）の枠組

みの範囲内で公衆衛生対策を適用するための管理計画策定を支援する役割も果たす。 

本文書の将来の改訂版を補強するため、皆さまの提案やコメントをお聞かせいただきたい。 
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のエントリーポイントにおける設備能力の評価に関して2013年6月26〜28日にKochi（インド）で開
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略語と略称 

Bti：バチルス・チューリングエンシス・イスラエレンシス（Bacillus thuringiensis israelensis） 

DDT：ジクロロジフェニルトリクロロエタン（Dichloro-diphenyl-trichloroethane） 

DHF：デング出血熱（Dengue Haemorrhagic Fever） 

DNA：デオキシリボ核酸（Deoxyribonucleic acid） 

dNTPs：デオキシリボヌクレオチド三リン酸（deoxyribonucleotide triphosphates） 

DPX：Distrene-Plasticiser-Xylene（抱埋剤） 

EC：乳剤（Emulsifiable Concentrate） 

HRP-2：ヒスチジンリッチプロテイン-2（Histidine-Rich Protein-2） 

IHR：国際保健規則（International Health Regulations） 

Instar：蚊族の幼虫の発達段階 

IRS：室内残留噴霧（Indoor Residual Spray） 

IVM：総合的ベクター管理（Integrated Vector Management） 

JSB：Jaswant-Singh-Bhattacharya（染色剤） 

LDH：ラクトデヒドロゲナーゼ（Lactodehydrogenase）（酵素） 

LLIN：長期残留性殺虫剤処理済み蚊帳（Long Lasting Insecticide Net） 

MSDS：製品安全データシート（Material Safety Data Sheet） 

Ootheca：（ゴキブリの）小さな茶色の卵塊 

OP：有機リン酸エステル（Organophosphate） 

PCR：ポリメラーゼ連鎖反応（Polymerase Chain Reaction） 

PoE：エントリーポイント（Points of Entry） 

PPE：個人用防護具（Personal Protection Equipment） 

ppm：百万分率（parts per million） 

TBE：トリス/ホウ酸/EDTA（Tris/Borate/EDTA）（緩衝液） 

UV：紫外線（Ultraviolet） 

WHO：世界保健機関（World Health Organization） 
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エグゼクティブサマリー 

2005年5月の第58回世界保健総会（World Health Assembly）において新しい国際保健規則

（International Health Regulations：IHR）が採択され、2007年7月に施行された。最新の規則は、す

べての締結国が5年以内に公衆の保健上の危険及び国際的に懸念される公衆の保健上の緊急

事態に迅速かつ効果的に対応する能力を構築することが義務づけられているほか（第13、17、20

条および附録第1）、公衆衛生上の理由により妥当と判断された場合には、エントリーポイントも指

定すること（第21条）と規定している。   

IHRで重視されている領域の1つが、エントリーポイントとその周囲400メートルまでのベクターサ

ーベイランスと防除に関する対応能力の構築である。この根拠として、船舶、航空機および輸送

機関によって、ある国から別の国へとベクターおよびベクター媒介性疾患が伝播する可能性が常

にあることが挙げられる。1950年代以降、港湾空港内とその周囲におけるベクター侵入および疾

病伝播の具体例が、文献に無数に記載されている。このうち、代表的な2例として、マラリアのエン

デミック（地域流行）に由来する媒介蚊ハマダラカ（Anopheles）による欧州での「空港マラリア

（airport malaria）」および米国と欧州でのヒトスジシマカ（Aedes albopictus）の広域分布が挙げら

れる。 

注意を要するベクター全般のうち、最も重要視すべきものは、蚊族、ねずみ族、ノミ類、サシチョ

ウバエ類、イエバエ類、ゴキブリ類である。ベクターサーベイランスの手法が異なるため、本ハンド

ブックでは特にこれらのベクターを扱う。後半では、所轄官庁がエントリーポイントで果たすべき役

割と責任、ベクター媒介性疾患の脅威の認識、エントリーポイントでのベクターサーベイランス導

入、エビデンスに基づくベクター防除戦略の体系化のほか、必要に応じてベクター媒介性疾患の

蔓延を防止するための緊急装置の発動など、重要な側面についても考察する。ベクター防除策に

ついては、さまざまな物理的、化学的、生物学的、機械的および環境的手法が知られており、この

多くを本文と別添のなかで写真を用いて強調表示している。航空機の媒介昆虫防除については

推奨方法が異なるため、サーベイランスプログラムに必要な資料リストを掲載している。 

最後に、状況に応じた総合的ベクター管理の指針とするために別添を収録しており、エントリー

ポイントで観察される潜在的な蚊族の繁殖場所について具体例を挙げるほか、介入の物理的ま

たは軽微な工学的手法、輸送機関、コンテナ、貨物、郵便小包および手荷物のサーベイランス方

法、現地検査施設の要件、標本の保存と委託先検査施設への輸送、病原体検出の方法、ベクタ

ーサーベイランスと防除のための現場記録用紙、ベクターサーベイランスのための統計表、およ

び港湾に駐留する実施主体が採用する物理的なベクター防除方法などを記載している。 
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U1. IHRの法的枠組みの概要 

1.1 はじめに 

ベクター媒介性疾患（マラリア、デング熱、チクングニア熱、ジカウイルス、黄熱など）は100カ国

以上で報告されており、世界人口の最大60%が感染のリスクにさらされ、年間5億人以上の症例が

報告されている（WHO 2014）。海外旅行や国際運輸が全世界におけるベクター媒介性疾患の急

速な拡大に重要な役割を演じている。国境から侵入しやすくなり、旅行や輸送の速度と範囲が増

大したため、ベクター媒介性疾患に関連するリザーバーや病原体が蔓延する可能性も高まってい

る。 

過去二世紀における海運業の世界的発展と港湾都市の拡大により、南北アメリカ大陸および

欧州地域の諸国でネッタイシマカ（Aedes aegypti）およびヒトスジシマカ（Aedes albopictus）が世界

的に広がった。これにより、さまざまな疾病が蔓延するに至った。南北アメリカ大陸の黄熱、熱帯

諸国（特に東南アジアと太平洋諸国）でのデング熱と重症デング熱に加え、近年では南北アメリカ

大陸と西太平洋地域でのジカウイルスが挙げられる。ダカール（セネガル）に由来すると考えられ

るガンビエハマダラカ（Anopheles gambiae）種群（species complex）P

1
Pの一種が、1930年代にナター

ル（ブラジル）に侵入した。この種は最初に高速船によって持ち込まれ、その後に自動車、電車、

船によって広まった。これはきわめて強力な疾患ベクターがある国から別の国へと侵入した古典

的例である。ブラジル政府がロックフェラー財団の支援を得て厳格なキャンペーンを行い、幼虫駆

除剤パリスグリーンでブラジル北東部からこのベクターを駆逐するのに約18カ月を要した 

[Parmakelis et al. 2008]。このほかにも文献に記載されている侵略的疾病媒介蚊の具体例として、

1990年代の欧州と米国におけるアカイエカ群（Culex pipiens complex）、19世紀の熱帯アジア、イ

ンド、ハイチおよびブラジルにおけるネッタイイエカ（Culex quinquefasciatus）、1990年代のアマゾ

ン川流域ペルーにおけるハマダラカの一種（Anopheles darlingi）、16世紀から20世紀にかけて南

北アメリカ大陸で黄熱に関与したネッタイシマカ（Aedes aegypti）、および2005〜2008年にイタリア

でチクングニア熱に関与したヒトスジシマカ（Aedes albopictus）などが挙げられる 

[Lounibos-Philip 2010]。 

 

P

1
P 1960 年代に DNA から Anopheles arabiensis であることが特定された。 

 

1.2 国際保健規則（International Health Regulations）：構想から現在に至るまで 

グローバリゼーションと工業化によって通商貿易の開放と拡大がもたらされ、これが世界大戦

後に航空交通量が増大するきっかけとなった。世界的に交通の接続性が急速に向上したことが、

ベクターの分布拡大や「空港マラリア」につながった。エントリーポイント（PoE）、すなわち港湾、空

港および国家間の陸上港、空港及び陸上越境地点からベクターおよびベクター媒介性疾患が世



11 

 

界的に広がる脅威に対処するため、WHOは1969年に加盟国を国際保健規則（IHR）の統制下に

置き、すべての加盟国が調印した。加盟国は、特定疾患アウトブレイクまたは国際的に懸念され

る公衆衛生上の緊急事態が発生した場合、国内IHR連絡窓口を通じて24時間以内にWHOに通知

し（第5および6条）、IHRの定めに従って国境線およびエントリーポイントで衛生基準を維持するこ

とが義務づけられている。2005年5月の第58回世界保健総会（World Health Assembly）において

新しい国際保健規則（IHR, 2005）が採択され、2007年7月に施行された。IHRでは、締結国が公衆

保健対策能力を満たす港湾空港を指定することが義務づけられているほか（IHR 第19、20条およ

び附録第1）、公衆衛生上の理由により妥当と判断された場合には、陸上エントリーポイントも指定

すること（第21条）が規定されている。重点領域の1つが、エントリーポイントでのベクターサーベイ

ランスと防除に関する対応能力の構築である。 

IHR（2005）の附録第5に規定されているとおり、締結国は、公衆衛生上のリスクをもたらす病原

体を運搬する可能性のあるベクターの防除プログラムを確立することになっている。このプログラ

ムでは、旅行者、輸送機関、コンテナ、貨物および郵便小包の取り扱い業務に使用されるエントリ

ーポイントとなる施設設備（point-of-entry facilities）区域から最小距離400メートル以内で確実に

ベクターを防除しなければならず、広範囲に生息するベクターが存在する場合には、最小距離を

延長することが要件とされている。このほかにもIHR (2005)では、第22、24、27条および附録第4に

照らして、所轄官庁はエントリーポイントで利用される施設設備が衛生状態を保ち、ベクターやリ

ザーバーなどの感染汚染源がない状態を維持していることを保証する必要があると定めている。

輸送機関の運営担当者は、輸送に関する職務が課される。さらに、IHR (2005)の附録第3および

附録第9はそれぞれ、船舶検査および航空機に対する媒介昆虫防除または衛生対策の観点から、

ベクターサーベイランスと防除に関する技術的要件を網羅している。エントリーポイントでのベクタ

ーサーベイランスと防除は、IHR（2005）を遂行する上で避けては通れない差し迫った問題とされる。

図1に、中国のエントリーポイントにある検査施設で行われている検査の様子を示す。 
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図 1. IHR に従い、中国のエントリーポイント検査施設で鳥のウエストナイルウイルス（West Nile virus）感染検査を実施してい

るところ。© Chunxiao Liu, 深圳出入境検験検疫局（中国） 
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U2. 目的と適用範囲 

IHR（2005）に従って新たな課題/要件が提示されたため、締結国はエントリーポイントおよび輸

送機関での有効なベクターサーベイランスと防除に必要な措置を取れるよう努力している。本ハ

ンドブックは、ベクターの体系的モニタリングおよびエントリーポイントにおける総合的ベクター防

除計画を目的とする包括的プログラムを策定するための技術指導を提供することにより、締結国

がIHRの義務を遵守できるよう支援することを目指している。また、本ハンドブックは、港湾の保健

衛生管理者、空港の保健衛生管理者、国境の保健衛生管理者、規制担当者、港湾の運営担当

者のほか、IHR（2005）実行責任者となる所轄官庁がエントリーポイントおよび輸送機関で使用す

ることも意図している。 

本ハンドブックは、ベクターサーベイランスと防除に関するIHR条項に基づいており、ベクターサ

ーベイランスの準備と実施およびIHR（2005）の枠組みの範囲内で公衆衛生対策の適用を目的と

した管理計画を策定するための根拠として使用するものである。 

本ハンドブックの作成にあたり、資源の最適な利用、計画立案、モニタリングおよび意思決定に関

するテクニカルガイダンスを提供し、エントリーポイントの公衆衛生当局による公衆保健対策能力

の強化およびベクターサーベイランス・防除プログラムの管理を支援することを主な目標に掲げて

いる。 

また、本ハンドブックは、最良の容認された実践例を提示することも意図している。ただし目的

を達成するため、同程度に有効な代替解決策があれば、それを採用してもよいことが認められて

いる。そのような解決策がエビデンスに基づくものであるならば、本ハンドブックの将来の改訂版

のために歓迎したい。図2に、IHRが推奨するいくつかのステップについて、概要を示す。 
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図2. エントリーポイントでのベクター防除に関するIHR（2005）条項を履行するために推奨された

種々のステップの概要 

 

 

 

 

  Ｉ 

・役割と責任を理解する。 

・ベクター媒介性疾患の脅威を認識する。 

・輸送機関、貨物、コンテナ、郵便小包および手荷物

のサーベイランスなど、エントリーポイントでベクター

サーベイランスを導入する。 

・エントリーポイントでのエビデンスに基づくベク

ター防除 

・必要時の緊急対応策 

Ｈ 

Ｒ 
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U3. 役割と責任 

3.1 所轄官庁（IHR（2005） 第1条） 

所轄官庁は、国際保健規則に従い、国家ないし地域の関連法および規則を制定および修正し、

それらが有効に履行されるよう保証する ［第3条 (4) ］。 

所轄官庁は、国家または地域の部門間協力機構を構築し、特に総合的ベクター管理の実行を確

立する （WHO, 2012b）。 

所轄官庁は、本ガイダンスに提示されている適用範囲内でベクターサーベイランスと防除を監

督する責任を負うほか、港湾の所有者ないし運営担当者、国際航海の輸送機関運営担当者およ

び旅行者、輸送機関、コンテナ、貨物、郵便小包に関与する当該港湾サービス提供者に技術的な

ノウハウとベクター防除対策の実施スキルを伝達し、ベクター防除を実施する責任を負う（IHR：附

録第5）。 

 

3.2 サーベイランス 

エントリーポイントの当局または運営担当者、輸送機関の運営担当者、所轄官庁のサービス提

供者はサーベイランスを実施し、公衆衛生対策を適用することにより、国家の政策実践に従って

設定される閾値レベルを下回るようベクター密度を維持することを目指す（IHR：附録第5）。 

 

3.3 旅行者、輸送機関、コンテナ、貨物および郵便小包に関与するサービス提供者 

旅行者、輸送機関、コンテナ、貨物および郵便小包に関するサービス提供者/港湾当局は、管

理区域内でベクター防除を行い、国家の政策と実践によって設定される閾値レベルを下回るよう

ベクター密度を維持する責任を負う。 

旅行者、輸送機関、コンテナ、貨物および郵便小包に関するサービス提供者は、所轄官庁、港

湾当局または港湾および輸送機関の運営担当者を支援し、ベクターサーベイランスと防除に関す

る技術的ノウハウとスキルを当該スタッフに伝達するよう推進する。 

 

3.4 多部門の協力 

加盟国と他の関連国際組織ないし他の公共団体との間、加盟国間、または公共部門と民間セ

クターとの間で、ベクターサーベイランスのための技術協力を強化する必要がある。これに該当す

る事項として、当該技術規則の制定と更新、情報伝達、スタッフ訓練および技術サポートなどが挙

げられる。感染症や病原体を媒介するベクターとリザーバーの特定を支援する提携機関/検査施

設は、エントリーポイントで選定される。これらの機関とネットワークを形成すれば、外来侵入種の

早期検出と正確な同定において非常に有益であるため、適切な対応策を実施するための前提と
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なる。図3に、中国の指定検査施設において、媒介種をデジタル画像転送により識別している様子

を示す。 

 

 

3.5 在来種と外来侵入種の閾値レベル 

外来侵入種に対するエントリーポイントでの防除策を講じる際の閾値は、ゼロにする。蚊族はそ

の代表例である。ひしゃく1杯当たりの幼虫個体数や航空機の着陸までの間、またはトラップ回収

時に捕獲された成虫の個体数がきわめて少ない場合であっても、全面的なサーベイランスを行い、

エントリーポイントでの侵入範囲を把握する必要がある。その際、入手可能な資源をすべて利用し

て、外来侵入種を駆除することを目標とする。集中的な駆除キャンペーンの段階は、駆除の目標

が達成されたかどうかを確認するためのベクターモニタリングとしての機能も果たす。例えば、蚊

族の幼虫と成虫のモニタリングは、国内に侵入したベクター数が疑いの余地なくゼロであることが

確認されるまで継続しなければならない。 

図 3. 侵入生物である蚊のデジタル画像を生物種同定の専門家に電子メール送信する準備をしているところ。  

© Chunxiao Liu, 深圳出入境検験検疫局（中国） 
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外来侵入種である蚊族の脅威レベルは、複数の因子によって左右される。例えば、異国の地で

生息環境を築く能力、当該種の成虫個体数が短期間でどれくらい増殖するのか、飛翔距離、宿主

（吸血源動物）選択性、吸血時の攻撃性、疾病伝播能力が挙げられる。 

蚊族の在来種（移出を防止するため）、新規外来侵入種の継続的サーベイランスとモニタリング

を行えば、エントリーポイントで「いつ」、「どこで」、「どのような」防除対策を講じればよいのかに関

して、基盤とすることができる。さらに、おとり鳥（Sentinel birds）、野鳥および動物のウイルス活性

をモニタリングすることにより、所轄当局はベクター防除対策の開始時期を適切に調整できる。 

 

3.5.1 蚊族の種の閾値レベル 

蚊族は種によって繁殖生息地の選択性、飛翔範囲、吸血行動および活動リズムが異なる。こ

れらの因子はすべて、幼虫駆除または成虫駆除対策を講じなければならない許容限界の閾値を

定義するのに不可欠である。不快害虫または疾病媒介種の閾値を決定することが優先事項にな

る。  

閾値は、以下の項目に基づいて決定することができる： 

・エントリーポイントにおける潜在的な繁殖場所での幼虫サーベイランス 例：塩性湿地、湿地、建

設現場、コンテナ生息環境、タイヤなど 

・成虫サーベイランス 例：飛来個体の捕獲またはトラップ捕獲など 

・病原体モニタリング 例：おとり鳥、野鳥（ウエストナイルウイルス）または馬（東部ウマ脳炎）また

はベクター集団そのものを対象とする 

・一般人からの蚊族に関する苦情 

 

3.5.1.1 幼虫の個体数 

蚊族の幼虫は、齢（instar）と呼ばれる4段階の発育段階を通じて通常、一齢〜四齢幼虫と呼ば

れており、その後は蛹になる。ヤブカ（Aedes）の繁殖の場合、幼虫と蛹の合計個体数がひしゃく1

杯当たり平均5個体を超える場合（個体数ゼロの状況を考慮）および蚊族の幼虫・蛹が確認された

標本の数が全標本の25%を超える場合を、防除策を講じる閾値として設定すべきである 

[Strickman and Kittayapong, 2003]。幼虫期の気象条件や食物ストレスの変動が成虫の大きさに

影響するため、デング熱の伝播リスクに差が生じることが複数の試験で確認されている 

[Strickman and Kittayapong, 2003]。 

幼虫の採集は系統立てて行う。時間と空間を考慮事項に含める必要がある。幼虫採集場所は、

生息環境が本質的に永続的なのか一時的なのかに応じて、固定採集または無作為採集のいず

れか（あるいは両方）になる。これまでの経験から、飛翔距離が数百メートルに限定される淡水ま

たはコンテナ繁殖種に比べ、3〜15マイル（約5〜24 km）もの長い飛翔距離を持ち、人間の居住地
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に侵入する個体密度の低い塩性湿地の蚊族は、繁殖に適した遠隔地の「穴場（hot spot）」で幼虫

を駆除すると良い。人間の居住地の近くに生息している場合、人工コンテナまたは自然生息地で

ひしゃく1杯当たりの幼虫個体数が2個体を超える場合に、駆除を行うのが妥当であると考えられ

る。 

ヤブカ（Aedes）の場合、ハウス指数（House Index）が5%を超える場合およびブレトー指数

（Breteau Index）が20%を超える場合には警戒が必要ととらえ、エントリーポイントでただちに防除

対策をとる必要がある。ヤブカ（Aedes）の外来侵入種の検出は警戒が必要な状態であり、エント

リーポイントで迅速な防除対策を講じなければならない。 

 

3.5.1.2 蚊族成虫の閾値 

在来種の蚊族については、発生率やトラップの種類の差に基づいてさまざまな閾値レベルが提

案されている。オビトラップは、一定の区域でヤブカ（Aedes）の活動をモニタリングする際に特に

有益であり、区域内および時間内の個体数レベルを決定するのに役立つ [Musah et al (2008); 

5Thttp://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/183440715T]。 

以下に具体例を挙げる。 

 

1.Human landing rate：人口密集地域では1分当たり蚊族2〜3個体超、湿性森林地では1分当たり5

〜10個体（例外的状況において、1分当たり50〜100個体の場合もある）。 

2.ニュージーャジー型成虫用ライトトラップ：一晩で回収/採集される害虫種の成虫個体数は25個

体超。 

3.CDC（米国疾病予防管理センター）型トラップは誘引性が高い：一晩で回収/採集される雌の蚊

族は50個体超 [Smallegange et al. 2010]。 

  

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/18344071
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U4. 重要視すべきベクター媒介性疾患と標的ベクター種 

マラリア、デング熱、チクングニア熱、黄熱、ジカウイルス、ペスト、レプトスピラ症などの疾病は

ベクター媒介性疾患であり、エントリーポイントから非エンデミック地域に重大な公衆衛生上のリス

クをもたらす（表1）。 

優先順位の高い微生物は疾患ベクター、有害な影響を及ぼす微生物または感染症のリザーバ

ーであり、首尾よく輸送運搬されると、非エンデミック地域の公衆衛生または貯蔵品に侵入、定着

し、害を及ぼす可能性がある。各国が、独自のリスクアセスメントを実施する必要がある。リスクの

レベルは、現地の環境要因および現地における疾患伝播の可能性に応じて異なる。 

 

表 1. 陸海空路のエントリーポイントから輸送機関で運搬される可能性のあるベクター媒介性疾患

の具体例 

疾患 ベクター 原因微生物 リザーバー エントリーポイ

ントでのリスク 

I. 蚊族媒介性疾患 

マラリア 

フィラリア 

 

 

 

チクングニア熱 

デング熱およびジカウ

イルス 

黄熱 

日本脳炎 

ウエストナイルウイルス 

ハマダラカ種 

イエカ、ハマダラカ 

シロカタヤブカ群 

Mansonoid 種 

 

ヤブカ種 

ヤブカ種 

 

ヤブカ種 

イエカ種 

イエカ種 

Plasmodium species 

W. bancrofti (nocturnal, 

periodic) 

W. bancrofti (diurnal s 

ub- periodic) 

Brugia malayi 

Alphavirus 

Flavivirus 

Flavivirus 

Flavivirus 

Flavivirus 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト/サル 

哺乳類/鳥類 

鳥類 

高度/中等度 

低度 

高度 

高度 

高度 

中等度 

中等度〜高度 

II. サシチョウバエ媒介性疾患 

内臓リーシュマニア症 

皮膚リーシュマニア症 

 

エスプンディア 

サシチョウバエ熱 

サシチョウバエ類 

P. papatasi、P.sergenti

などLutzomyia spp. 

P. papatasi 

Leishmania donovani 

L. tropica 

L. major, L. braziliensis 

Sandfl y fever virus 

ヒト/哺乳類 

ヒト/哺乳類 

ヒト 

中等度 

低度 

低中等度 
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疾患 ベクター 原因微生物 リザーバー エントリーポイン

トでのリスク 

III. ハエおよびゴキブリ媒介性疾患（受動的ベクターとしての役割を演じる可能性がある） 

具体例（代表的な疾患

を選択） 

細菌性赤痢 

アメーバ赤痢 

胃腸炎 

腸チフス 

パラチフス 

コレラ 

ポリオ 

ウイルス性肝炎（A型） 

トラコーマ 

フランベジア 

喘息 

 

 

イエバエおよびゴキブリ 

イエバエおよびゴキブリ 

イエバエおよびゴキブリ 

イエバエおよびゴキブリ 

イエバエ 

イエバエ 

イエバエ 

イエバエ 

イエバエ 

イエバエ 

ゴキブリ 

 

 

Shigella 

E. histolytica 

Specifi c/Non specifi c 

organisms 

Salmonella typhi 

ParatyphoidA 

Vibrio cholera 

Polio virus 

HAV 

C. trachomatis 

T. pertenue 

Faeces 

 

 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト/動物 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

ヒト 

 

 

低度 

高度 

高度 

高度 

高度 

高度 

高度 

高度 

高度 

低度 

IV. ノミ媒介性疾患 

ペスト（腺ペスト） 

流行性/ノミ媒介性

チフス 

瓜実条虫 

縮小条虫 

 

小型条虫 

ネズミノミ種 

 

ネズミノミ種 

ネコノミ/イヌノミ 

ケオプスネズミノ

ミ、 N. fasciatus 

ケオプスネズミノ

ミ、 イヌノミ/、ヒトノ

ミ 

Yersinia pestis 

 

R. typhi 

Dipylidium caninum 

Hymenolepis- 

diminuta 

H. nana 

ねずみ族 

 

ねずみ族 

 

家畜 

犬/猫、野生の肉

食動物 

ラット、マウス 

高度 

 

中等度 

低度 

低度 

低度 
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疾患 ベクター 原因微生物 リザーバー エントリーポイン

トでのリスク 

V. シラミ媒介性疾患 

流行性発疹チフス 

流行性回帰熱 

塹壕熱 

皮膚炎 

ヒトジラミ 

ヒトジラミ 

ヒトジラミ 

ヒトジラミ/アタマジ

ラミ 

R. prowazeki 

Borreliare currentis 

Bartonella quintana 

Bacterial super 

infection 

ヒト 

ヒト 

ヒト/動物 

ヒト 

中等度 

中等度 

中等度 

中等度 

VI. マダニ媒介性疾患 

キャサヌール森

林病 

ダニチフス 

野兎病 

回帰熱 

クリミア・コンゴ出

血熱 

カタダニ種 

 

カタダニ種 

カタダニ種 

ソフトダニ 

ソフトダニ種 

Arbovirus group 

B 

R. conorii 

P. tularensis 

B. duttoni 

B. unyaviridae 

サル/鳥類 

 

イヌ 

ウサギ/ねずみ

族/ 

ウシ/ラット 

哺乳類、鳥類 

低度 

 

低度 

低度 

低度 

低度 

VII. マダニ以外のダニ類が媒介する疾患 

ツツガムシ病 

リケッチア痘症 

Leptotrombidium deliense 

Allodermanyssus sanguineus 

Orientiatsutsugamushi 

R. akari 

ねずみ族 

ねずみ族 

ヒト 

中等度 

高度 

VIII. サシガメ類 

シャーガス病 Triatoma 

infestatationおよ

びRhodnius 

prolixus 

Trypanosoma cruzi 家畜/ヒト 低度 

IX. ツェツェバエ 

トリパノソーマ症 ツェツェバエ種 T. gambiense and T. 

Rhodesiense 

野生動物/ウシ/

ヒト 

低度 
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4.1 医学的観点から重要視すべき蚊族 

全世界に分布するハマダラカ（Anopheles）は490種（図4）、イエカ（Culex）は3,100種を超える。

ただし、疾患ベクターとなる可能性があるため医学的に重要視すべき蚊族は、ほんの一握りにす

ぎない。ベクターのなかには、重要な役割を演じ、地理的な分布が、限定ないし広範囲に及ぶ媒

介動物もいれば、地域における重要度があまり高くなく、疾病伝播において限られた役割しかな

い媒介動物もいる。さまざまな地域の蚊族ベクターを表2〜7に示す。 

 

  

  

図 4. ハマダラカ（Anopheles） © 上海出入境検験検疫局、中華人民共和国 
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表2. オーストラリア、東南アジアおよび太平洋地域の蚊族ベクター 

ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 Armigeres属 その他 

Anopheles（Ano.）  

bancrofti 

barbirostris 

belenrae 

campestris 

claviger 

donaldi kleini 

labranchia 

elesteriletifer 

messeae 

nigerrimus 

pullussa 

charovisinensis 

sineroides whartoni 

Anopheles（Celia） 

annularis 

annulipes s.l. 

culicifacies s.l. 

farauti s.l. 

fl avirostris fl uviatilis 

gambiae complex 

hancocki 

jeyporiensis 

karwari 

koliensis 

leucosphyrus group 

baimai 

balabacensis 

dirus 

Aedes（Adm.）

vexans 

Aedes（Fin.）

fijiensis 

harinasutai 

japonicus 

kochi 

niveus 

complex. 

oceanicus 

poicilius 

samoanus 

togoi 

tutuilae 

Aedes（Och.）

dorsalis 

normanensis 

vigilax 

Aedes（Stg.）

aegypti 

albopictus 

cooki 

hensilli 

Polynesiensis 

scutellaris 

polens 

Culex（Cux.） 

annulirostris 

gelidus pipiens 

quinquefasciat

us 

sitiens 

tritaeniorhynch

us 

vishnui 

complex 

Culex（Ocu.） 

bitaeniorhynch

us 

Mansonia

（Mnd.） 

annulata 

bonneae 

dives 

indiana 

uniformis 

Armigeres

（Arm.） 

subalbatus 

Coquillettidia

（Coq.） 

crassipes 
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ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 Armigeres属 その他 

latens 

leucosphyrus 

sulawesi 

ludlowae 

maculates s.l. 

minimus 

partoni 

philippinensis 

pulcherrimus 

punctulatus 

stephensi 

subpictus s.l. 

sundaicus s.l. 

superpictustessellat

us 

vagus 

     

出典：Walter Reed Biosystematics Unit (5Thttp://www.wrbu.org/index.html5T) 

  

http://www.wrbu.org/index.html
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表3. 中央アジアの蚊族ベクター 

ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 Armigeres属 

Anopheles（Ano.） 

Atroparvus 

Claviger 

Messeae 

sacharovi 

Anopheles（Celia） 

arabiensis 

culicifacies s.l. 

gambiae complex 

moucheti 

multicolor 

pharoensis s.l. 

pulcherrimus 

sergentii 

stephensi 

superpictus 

Aedes

（Adm.） 

vexans 

Aedes

（Och.） 

dorsalis 

Aedes（Stg.） 

aegypti 

albopictus 

Culex（Cux.） 

antennatus 

gelidus 

pipiens 

quinquefasciatus 

sitiens 

tritaeniorhynchus 

uni vittatus 

Culex（Ocu.） 

bitaeniorhynchus 

Mansonia（Mnd.） 

annulata 

bonneae 

dives 

indiana 

uniformis 

Armigeres（Arm.） 

subalbatus 

出典：Walter Reed Biosystematics Unit (5Thttp://www.wrbu.org/index.html5T) 

  

http://www.wrbu.org/index.html
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表4. アフリカの蚊族ベクター 

ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 その他 

Anopheles

（Celia） 

arabiensis 

funestus 

gambiae 

hancocki 

melasmerus 

moucheti 

multicolor 

nili s.l. 

pharoensis s.l. 

wellcomei 

multicolor 

sergentii 

Aedes（Adm.）

vexans 

Aedes（Alb.）

stocksi 

Aedes（Dic.） 

furcifertaylori 

Aedes（Neo.）

mcintoshi 

Aedes（Stg.） 

aegypti  

africanus 

albopictus 

bromeliaeluteocep 

halus 

Culex（Cux.） 

antennatus 

pipien 

quinquefasciatus 

sitiens 

theileri 

tritaeniorhynchus 

uni 

vittatus 

Culex（Ocu.） 

bitaeniorhynchus 

Mansonia（Mnd.） 

uniformis 

Coquillettidia

（Coq.） 

fuscopennata 

出典：Walter Reed Biosystematics Unit (5Thttp://www.wrbu.org/index.html5T) 

 

表5. 欧州の主要な蚊族ベクター 

ハマダラカ ハマダラカ ヤブカ イエカ 

Anopheles（Ano.） 

atroparvus 

claviger 

labranchiae 

maculipennis s.s.（マラ

リアの二次媒介蚊） 

messeae（マラリアの

二次媒介蚊）  

sacharovi 

subalpinus （マラリア

の二次媒介蚊） 

Anopheles（Celia）

cinereus（マラリアの

二次媒介蚊）  

multicolor（マラリアの

二次媒介蚊）  

sergentii（マラリアの

二次媒介蚊） 

superpictus 

Aedes（Stg.） 

aegypti 

albopictus 

Culex（Bar.） 

modestus 

Culex（Cux.） 

Perexiguus/vittatus 

pipiens 

出典：Schaffner et al.(2001) 

http://www.wrbu.org/index.html
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表6. 北米の蚊族ベクター 

ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 その他 

Anopheles（Ano.）  

aztecus 

crucians freeborni 

pseudopunctipennis 

punctimacula 

punctipennis 

quadrimaculatus 

walkeri 

Anopheles（Ker.）  

neivai 

Anopheles（Nys.）  

albimanus 

argyritarsis 

darling 

Aedes（Fin.） 

japonicus 

Aedes（Och.） 

angusti 

vittatus 

canadensis 

dorsalis 

infirmatus 

melanimon 

scapularistri 

vittatus 

Aedes（Pro.） 

triseriatus 

Aedes（Stg.） 

aegypti 

albopictus 

Culex（Culex） 

antennatus 

gelidus 

pipiens 

quinquefasciatus 

sitiens 

tritaeniorhynchus 

univittatus 

Culex（Ocu.） 

bitaeniorhynchus 

Mansonia（Man.） 

titillans 

Coquillettidia

（Rhy.） 

venezuelensis 

Coquillettidia

（Coq.） 

perturbans 

Culiseta（cli.）

melanura 

Culiseta（Cus.） 

inornata 

Psorophora

（Jan.） 

ferox 

出典：Walter Reed Biosystematics Unit (5Thttp://www.wrbu.org/index.html5T) 

  

http://www.wrbu.org/index.html
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表7. 南米の蚊族ベクター 

ハマダラカ ヤブカ イエカ Mansonia属 その他 

Anopheles

（Ano.）  

calderoni 

pseudo 

punctipennis 

punctimacula 

Anopheles

（Ker.） 

bellatorcruzii 

lepidotus 

neivai 

Anopheles

（Nys.）  

albimanus 

albitarsis 

aquasalis 

argyritarsis 

benarrochi 

braziliensis 

darling 

marajoara 

nuneztovaris.l

. oswaldi 

triannulatus 

Aedes

（Och.） 

albifasciatus 

angusti 

vittatus 

scapularista

e 

niorhynchus 

Aedes（Stg.） 

aegypti 

albopictus 

Culex（Cux.）  

Nigripalpus 

pipiens 

quinquefasciatus 

Culex（Mel.）  

ocossa 

Portesi 

spissipestaeniopus 

vomerifer 

Mansonia（Man.） 

titillans 

Coquillettidia

（Rhy.）  

venezuelensis 

Haemogogus

（Hag.）  

janthinomys 

Psorophora

（Jan.）  

ferox 

Trichoprosopo

n 

digitatum 

出典：Walter Reed Biosystematics Unit (5Thttp://www.wrbu.org/index.html5T) 

  

http://www.wrbu.org/index.html
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4.2 ねずみ族 

ねずみ族の歴史は、人類の歴史の一部といえる。ねずみ族は人間の住居にはびこり、その糞

尿によって大量の食糧が汚染される。また、ねずみ族は船舶、航空機、鉄道の客室および大型ト

ラックに侵入し、接続金具、配線および電気回路をかじって破壊し、回路をショートさせて火災の

危険をもたらす場合もある。特にラットは、農村地域と都市部の双方でほぼすべての人間社会に

出没し、移住を好む習性がある。ラットは、新たな土地にも容易に侵入し、定着することができる。

医学的に重要視すべき多くの種が確認されており、人間に深刻な危険をもたらす。ネズミ科の代

表的な種は、Rattus norvegicus（ドブネズミ）（図5）、Rattus rattus（クマネズミ）（図6）、Tetera 

indica（インドオオアレチネズミ）、Bandicoota bengalensis（ベンガルオニネズミ）、Mus musculus（ハ

ツカネズミ）（図7）およびFunumbulus palmarumである。このうち、3種類の種の特徴を表8に記載す

る。 

 

表8. 一般的なネズミ種のうち医学的に重要視すべき種とその特徴 

種 
Rattus norvegicus 

（図5） 

Rattus rattus 

（図6） 

Mus musculus 

（図7） 

 
© 上海出入境検験検疫局、中華人民共和国 

© 上海出入境検験検疫局、中華人民共和国 
© 上海出入境検験検疫局、中華人民共和国 

通称 
ドブネズミ（Brown rat

またはNorway rat） 

クマネズミ（Roof ratま

たはblack rat） 

ハツカネズミ（House 

mouse） 

体重 500 g 250 g 20 g 

全長 45 cm 40 cm 18 cm 

生息環境 
主に下水道、穴および

生ゴミに生息 
建造物の天井裏 

穀物、穀類および小

麦粉などの食糧の周

囲 

 

ねずみ族は、ノミ類が媒介するペストや発疹熱、尿が媒介するレプトスピラ症および食物の糞

便汚染が引き起こす食物由来の疾患（例：サルモネラ症）など、重篤な伝染病を伝播する可能性

がある。 
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4.3 ノミ類 

ノミ類は完全変態昆虫であり、15科238属に2,380種に分類されて

いる。ノミ類は側面圧縮形の無翅昆虫である。頭部はシールドまた

はヘルメット型で、複眼はなく、口器は刺咬および吸血できるよう特

殊化されている（図8）。ノミ類は、哺乳類と鳥類の完全な外部寄生

虫である。ノミ類のうち、6科22属の137種は鳥類を宿主とし、5種は

鳥類および哺乳類宿主の双方に認められ、残りの種は哺乳類に特

異的にみられる。ノミ類は、腺ペスト、発疹熱および（滅多に認めら

れないが）野兎病など、健康な人にさまざまな疾患を媒介するベクターとして、医学的および経済

学的見地からきわめて重要視されている。 

 

4.4 サシチョウバエ 

サシチョウバエ（Phlebotomine sandflies）は重要な疾患ベクターである。人間にウイルス性、細

菌性および原虫性疾患を伝播する。サシチョウバエが媒介し、最も重要な広範囲に及ぶ疾患はリ

ーシュマニア症（内臓および皮膚）である。この疾患は、毎年約500,000症例が報告される。インド、

スーダン、ネパール、バングラデシュおよびブラジルの5カ国が、世界疾病負担のほぼ90%を占め

ている。エンデミック（地域流行）国のうち、リーシュマニア症は社会的に疎外された最貧の地域社

会に認められる。サシチョウバエの属はいくつかあるが、パパタシサシチョウバエ（Phlebotomus）

が最も重要で広範囲にみられる（表9）。 

サシチョウバエの寿命は約1カ月で、このうち約20日間を幼虫として過ごす。土壌中でも繁殖す

る。成虫は飛ぶのが苦手であり、そのような時に通常は跳ね回って短い距離を移動する。サシチ

ョウバエは有機物の破片がある場所で繁殖し、牛糞を塗った土壁のある家屋は理想的な繁殖地

となる。岩、樹木の空洞およびその他の亀裂や隙間にみられる。通常は夕方と夜間に吸血し、生

息地周囲で半径数百メートルにわたり移動することができる。 

リーシュマニア症は、サシチョウバエが媒介する最もよく知られた疾患の1つである。パパタシサ

シチョウバエ（Phlebotomus）種は、フレボウイルス属（Phleboviruses）のナポリ型（Naples）および

シチリア型（Sicilian）のウイルス株（近縁のトスカーナ［Toscana］ウイルスを含む）が原因となるバ

ルトネラ症、Peruvian Mart（verruga peruana）、パパタシ熱（サシチョウバエ熱）のベクターでもあ

る。サシチョウバエは、Chagres及びPunta Toroウイルスを伝播することも知られている。 

成虫は約1.5〜3 mmと小型で色は茶色っぽく、目立つ黒い眼、毛で覆われた体、羽、脚を持つ。

不完全直立（半立ち）姿勢で、楕円形で根元が丸く先が尖った羽がある。雄は、長く突き出た生殖

器官（genital terminalia）を持つ。サシチョウバエのライフサイクルは他の昆虫とよく似ており、卵、

幼虫、蛹および成虫期という4段階を経由する。雌は30〜70個の卵を産み、暗く湿っていて有機物

図 8. ノミ 

© Mathieu Bangert 



31 

 

に富み、毛細管現象によって水分が保持された土壌、亀裂または間隙に産卵する。卵は小さく、

楕円形で、茶色味を帯びている。雌サシチョウバエは、いくつかの異なる場所に広範囲に産卵す

る。1〜2週間で卵から幼虫に孵化する。厳しい寒冷条件下では卵が休眠または冬眠状態に入る。

この状態では発育が停止するため、卵の発達はそれ以上進まない。気温が温暖になると、卵が

孵化する。このため、一般にサシチョウバエの第一世代が出現する時期は、春/夏の到来に一致

する。 

幼虫は小型で白っぽく、黒い頭蓋を持つ。死骸の有機物質を餌とし、壁や岩の隙間、動物の巣

穴、洞穴または朽ちた葉によくみられる。4段階の幼虫期を経て、十分に成長した幼虫は変態して

蛹期に入る。蛹は茶色っぽく、成虫になる少し前に羽と眼が黒くなる。蛹の発達に5〜10日かかり、

多くの場合、成虫は夜明け直前に羽化する。通常、雄バエは雌よりも24時間ほど早く羽化する。

サシチョウバエは雌のみが吸血するが、これは産卵に必要なためである。雌雄共に植物を餌とす

る。成虫の体長は約2.5 mmである。サシチョウバエは、よく宿主の近くで交尾する。インドのサシチ

ョウバエのなかには、水牛の体表面で交尾し、群れを形成する種が観察されており、塩性湿地の

近くで最もよくみられる。一方、淡水域や樹木の穴に生息する種もいる。 
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表9. 世界のさまざまな地域に生息する重要なサシチョウバエ種 

オーストラリア、

太平洋地域およ

びアジア 

中央アジアと中

東 

アフリカ ヨーロッパ 北米 南米 

Phlebotomus 

(Adl.) 

Chinensis 

longiductus 

sichuanensis 

Phlebotomus 

(Eub.) 

argentipes 

Phlebotomus 

(Lar.) 

smirnovi 

Phlebotomus 

(Pab.) 

mongolensis 

sergenti 

Phlebotomus 

(Phb.) 

papatasi saleh 

Phlebotomus 

(Adl.) 

balcanicus 

brevis 

halepensis 

longiductus 

simici 

tuarnicus 

Phlebotomus 

(Eub.) 

argentipes 

Phlebotomus 

(Lar.) 

guggisbergi 

kandelakii 

keshishiani 

langeroni 

orientalis 

perniciosussmirn

ovi 

tobbi 

transcaucasicus 

Phlebotomus 

(Pab.) 

alexandri 

andrejevi 

caucasicusmong

olensis 

Phlebotomus 

(Lar.) 

ariasi guggisbergi 

orientalis 

pedifer 

perfi liewi 

perniciosus 

Phlebotomus 

(Pab.) 

sergenti 

Phlebotomus 

(Phb.) 

duboscqipapatasi 

Phlebotomus 

(Syb.) 

martini 

Phlebotomus 

(Adl.) 

balcanicus 

halepensis 

kyreniae 

longiductus 

simici 

Phlebotomus 

(Lar.) 

ariasi 

guggisbergi 

kandelakii 

langeroni 

longicuspis 

neglectus 

orientalis 

perniciosus 

tobbi 

Phlebotomus 

(Pab.) 

alexandri 

andrejevi 

caucasicuschaba

udi 

mongolensis 

saevus 

Phlebotomus 

(Phb.) 

Lutzomyia (Lut.) 

diabolica 

longipalpis 

Lutzomyia (Nys.) 

olmeca olmeca 

ylephiletor 

Lutzomyia (Psy.) 

panamensis 

Bichromomyia 

fl aviscutellata 

olmeca 

bicolour 

olmeca nociva 

olmeca 

olmecareducta 

Dampfomyia 

(Dam.) 

anthophora 

Evandromyia 

(Evn.) 

pinottii 

Lutzomyia (Hel.) 

ayacuchensis 

hartmanni 

peruensis 

Lutzomyia (Lut.) 

longipalpis 

Lutzomyia (Tri.) 

cruciata 

daibolica 

gomezi 

Nyssomyia 

anduzei 

antunesi 

intermedia 

umbratilis 
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オーストラリ

ア、太平洋地

域およびアジ

ア 

中央アジアと中

東 

アフリカ ヨーロッパ 北米 南米 

 saevus 

sergenti 

Phlebotomus 

(Phb.) 

bergeroti 

duboscqipapatas

i 

salehi 

Phlebotomus 

(Syb.) 

ansari 

 bergeroti 

duboscqipapatasi 

Phlebotomus 

(Syb.) 

martini 

rossi 

Sergentomyia 

(Ser.) 

dubia 

 whitmani 

ylephiletor 

yuilli yuilli 

Pintomyia (Pif.) 

christophei 

columbiana 

evansi 

nuneztovari 

ovallesi 

torvida 

townsendi 

verrucarum 

youngi 

Pintomyia (Pin.) 

pessoai 

Psathromyia 

(Psa.) 

shannoni 

Psychodopygus 

carrerai 

carreraichagasi 

claustrei 

panamensis 

paraensis 

squamiventris 

maripaensis 

squamiventris 

squamiventris 



34 
 

オーストラリア、

太平洋地域お

よびアジア 

中央アジアと中

東 

アフリカ ヨーロッパ 北米 南米 

     wellcomei 

yucumensis 

Sciopemyia 

fl uviatilis 

Trichophoromyia 

ubiquitalis 
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4.5 ゴキブリ類 

ゴキブリ類は世界中に分布し、船舶、航空機および大型トラッ

クに最もよく侵入する害虫の1種であり、特に食物が貯蔵保管さ

れている場所に生息する（図9）。最もよくみられるゴキブリはワモ

ンゴキブリ（Periplaneta americana）、トウヨウゴキブリ（Blatta 

orientalis）およびチャバネゴキブリ（Blattella germanica）の3種類   

である。 

ゴキブリは暗くて暖かい場所、隙間および人為的に建築された

他のさまざまな隠れ家を好む。通常は夜行性で敏捷に動き、コロ

ニーを形成して生息し、多くの場合、成虫と若虫（ニンフ）が生殖

環境を共有している（図10）。特徴として、2組の羽を持ち、扁平な外観をし、黄褐色〜暗褐色を呈

している。体長は、5〜73 mmとばらつきがある。熱帯地域では、戸外で生息、繁殖する。悪臭のあ

る糞は、ゴキブリが侵入していることを意味する。雌ゴキブリの成虫が産んだ目立つ茶色い卵嚢

（卵鞘と呼ばれる）は、腹部の先端に付いている。卵嚢は、内部で30〜40個の卵が発達を遂げ、

孵化の準備が整うまで保護する。卵を抱えた雌は最長3週間、24

時間以内に卵が孵化するまで卵嚢を運ぶ。若齢ゴキブリは若虫

（ニンフ）と呼ばれ、成虫にとてもよく似ている。若虫は何度か脱

皮を繰り返し、最終的に成熟して成虫になる。ゴキブリは機械的

に媒介するベクターとしての役割を果たし、喘息の原因となるほ

か、赤痢性または下痢性疾患や腸チフスを媒介することがある。

下痢性疾患のなかには、ノロウイルス感染症のようなウイルス性

疾患もある。 

 

4.6 サシガメ類 

サシガメ類は大型の吸血昆虫で、主にラテンアメリカと米国南部に

みられる。多くの種が住居内やその周囲で生息できるように適応を

遂げており、シャーガス病（アメリカトリパノゾーマ症としても知られる）

の原因となる寄生原虫類のクルーズトリパノソーマ（Trypanosoma 

cruzi）を人間に媒介するため重要視されている。シャーガス病はほと

んどの中南米諸国（特に農村地域）にみられ、慢性型は不治の病と

されており、心臓と腸に障害を引き起こす。1996年に推定で1,600万〜1,800万人が感染し、このう

ち600万人を超す人々が臨床的顕性疾患を発症し、年間45,000人が死亡すると考えられる。 

図 9. ゴキブリ幼虫 

© 上海出入境検験検疫局、中華

人民共和国 

図 10. ゴキブリのライフサイクル：

卵嚢、若虫、成虫 

© 上海出入境検験検疫局、中華

人民共和国 

図 11. サシガメ 

© Mathieu Bangert 
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さまざまな国で異なるサシガメ属（Triatoma）の種が認められるが、いずれも外観とライフサイク

ルがよく似ており、他の昆虫と容易に識別することができる（図11）。ラテンアメリカ諸国では、サシ

ガメがbarbeiro（オオサシガメ）、vinchuca、pitoおよびchinchなどのさまざまな現地の呼び名で知ら

れている。サシガメのライフサイクルは4〜24カ月とばらつきがあり、種と環境条件によって左右さ

れる。通常、最も重要視されるベクター種は、年間1ないし2サイクルである。成虫は完全に発達し

た羽と生殖器を持つため、未成熟期段階（若虫）とは異なる。成虫と未成熟期段階はほぼ同じ生

息環境を占有し、同様の食性を示す。 

サシガメ類は、南北アメリカ大陸の森林地域と乾燥地域にみられる。成虫と未成熟期段階のい

ずれも、鳥類、コウモリ、リス、フクロネズミおよびアルマジロなどの野生動物の巣穴や巣に生息し

ており、動物が眠る夜間に吸血による摂食行動をとる。 

多くの種が家屋内やその周囲で生息できるよう適応を遂げており、ヒトのほか、ニワトリ、ウシ、

ヤギ、ネコおよびイヌなどの家畜を餌としている。吸血には10〜25分を要する。シャーガス病を媒

介するサシガメ種は、日中は吸血源に近い暗い場所で休息する。 

サシガメ類は、昼間は暗い隙間に隠れることを好み、漆喰が塗られていない土壁や泥レンガの

亀裂部に大量にみられる。このほかにも隠れ場所として、額縁の裏側、家具の隙間、ボックス類

および壁の留め具に吊してある衣類やベッドが挙げられる。重要視すべきベクター種であるベネ

ズエラサシガメ（Rhodnius prolixus）はコロンビア、ベネズエラおよび中米でみられ、よくヤシ葺きの

屋根に潜んでいる。ブラジルサシガメ（Triatoma infestans）も南米で最も重要視すべきベクター種

であり、木造や土で作られた屋根によく潜伏している。中米のベクター種であるメキシコサシガメ

（Triatoma dimidiata）も、床の亀裂部に隠れている。サシガメ種の一部は家屋周囲の区域に適切

な休息場所を見つけ、そこから家屋に再侵入して摂食する。薪、材木、タイル、石および食料袋な

ど、あらゆる種類の貯蔵物で休息する。このほかにも、鶏舎やヤギの柵囲いなど、動物の飼育場

所で休息している個体を確認することができる。 

刺咬されても通常は比較的痛みを伴わないため、ほとんどの人は刺されても目を覚まさない。

場合によっては、後になって激しい痒みや他の皮膚障害が生じることがある。トリパノソーマは吸

血している昆虫の糞便と共に排出され、引っ掻き傷や粘膜から人体に入り込む。多数のサシガメ

に刺されると、失血によって慢性貧血になる可能性がある。家屋の周囲からサシガメの巣を撤去

すれば、疾患の媒介をうまく遮断することができる。 
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4.7 イエバエ類 

イエバエ類（Musca domestica）は世界中にみられ、ハエ全体の 90%以上を

占める。最も繁栄した昆虫種の一種である。1 個体のイエバエはその生涯を通

じて約 500 個の卵を産み、そのほとんどが死骸や生ゴミや糞便、牛糞などの

腐敗物質に産み付けられる。ハエ幼虫は色が淡く、有機物を餌とし、四齢幼虫

が変態して 36 時間以内に赤褐色の蛹になる。最終的に蛹段階から成虫に羽

化し、生存期間は 2〜4 週間である。雌バエは蛹期からの羽化後 36 時間以内

に一度だけ交尾し、1 回で産み付ける卵をすべて受精させるのに十分な精子

を受け取る。 

イエバエは食物や腐敗物質の近くに集まる傾向がある。個体の分布を考慮

すれば、エントリーポイントを特定できるほか、特に船舶におけるキッチンやそ

の付随するエリアにも認められることがある。イエバエはスポンジング

（sponging）プロセスによって餌を摂取する。唾液や吐物によって、固形の食物を分解することがで

きる。イエバエはコレラ、赤痢、サルモネラ症、腸チフス、結核、ポリオ、A型およびE型ウイルス性

肝炎などを引き起こす100種類以上の病原体を伝播する可能性があるため、きわめて危険である。

このほかにも、炭疽、寄生蠕虫、化膿球菌、大腸菌、エンテロウイルスなどを媒介する。 

 

4.7.1 サシバエ類 

サシバエ（Stomoxys calcitrans）もイエバエによく似ているが、相違点として、

サシバエの方が小型で色調が明るく、幅広い斑模様の腹部と刺咬に適した口

器を持つ（図13）。雌雄いずれも動物の血液を餌とし、2〜5分かけて吸血する

ため、搾乳動物は貧血になり、搾乳量が減少することがある。英語名（Stable 

Fly［家畜小屋のハエ］）が示唆するとおり、サシバエは牛舎に大量にみられ、

動物を苛立たせる原因になる。このハエはヒトも刺すが、痛くないため、刺さ

れたことに気づかれない。 

雄は交尾後に死に、雌は産卵後に死ぬ。幼虫（ウジ）は腐りかけの有機物

にみられることがある。サシバエは、トリパノソーマ・エバンシ（Trypanosoma 

evansi）、トリパノソーマ・ブルセイ（Trypanosoma brucei）、炭疽菌、鶏痘ウイル

ス、ブルセラ症、ウマ感染性貧血ウイルスおよびアフリカ馬疫を媒介することが知られている。 

  

図 12. イエバエ 

© 上海出入境検

験検疫局、中華

人民共和国 

図 13. サシバエ 

© 上海出入境検

験検疫局、中華人

民共和国 
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U5. エントリーポイントでのサーベイランス 

5.1 エントリーポイントでの主な問題の特定 

サーベイランスおよびベクター防除プログラムはきわめて多種多様であることが予測されるた

め、それぞれ実際のエントリーポイントの現場に釣り合うように適合させなければならない。この目

的を達成するためには、各エントリーポイントでの適切なモニタリングおよび防除対策を設計する

ことが不可欠であり、ベクターの輸入/輸出リスクに関する現地の特徴と重要課題を特定する必要

がある。流行しているベクター媒介性疾患やベクターの活性に関する情報を少なくとも 1 年間かけ

て収集すべきであり、特に顕著な季節性を伴う領域では情報収集に努める必要がある。データは、

以下の点に着目して収集する。 

-エントリーポイントとその周囲400メートル以上の地域環境（自然環境および都市環境）の記述 

-現地の昆虫学的観点から見た状況 

-疫学的背景（外来性侵入ベクターに伴うエンデミックまたは潜在的健康リスク）  

明確になるようできる限りデータを地図化し、関係者（利害関係者）との情報共有を促す必要が

ある。この最初の地図データによる分析で、活動に優先順位を付すことができる。 

 

5.1.1 環境の記述 

この解析には、（都市部または農村地域にある）エントリーポイントとその周囲400メートルの環

境の記述が含まれるべきである。この記述内容には、以下のポイントを盛り込む。 

 

a) 地域とベクターリスクに関連した環境の記述  

最初に記述する時に参考となる既存の地図データは以下のとおりである。 

-現場計画（封鎖区域、建物、アクセス、荷積み/荷下ろし場所、貨物、倉庫、取り扱いとメンテ

ナンスなどの区画） 

-衛生および排水システムなどのマップ 

-水力構造物のマップ（貯水池、汚染調整池、豪雨調整池） 

-植生地域のマップ（草刈り計画、生け垣や低木の範囲など） 

-建造物と格納庫の計画とその割り当ての仕様書（例：動物の輸送など） 

 

b)エントリーポイントの活動と組織  

エントリーポイントでの活動は、感染源地域のリスク（荷積み/荷下ろし場所、保管区域、特殊ア

クセスの必要な管理区域など）を特定するために、質的および量的な観点からそれぞれのフロー

（流れ）を確認する必要がある。 

以下を収集することが推奨される 
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-感染地域からの陸上経路、航空経路または海上経路の一覧（情報源：エントリーポイントでの

当局） 

-感染地域別にみた乗客/野生生物のフロー（流れ）（情報源：エントリーポイントでの当局） 

-通関手続き地を経て入国する物品の種別と数量（情報源：税関） 

-立入禁止区域へのアクセスまたはアクセス権を得る際の窓口担当者連絡先（情報源：エント 

リーポイント当局） 

 

c)エントリーポイントの周囲400メートルの記述 

以下の情報をマッピングし、特に周辺地域の正確な範囲を決定する必要がある。現場の類型と

ベクターの飛翔範囲に応じて周囲400メートルを超える場合もある。それぞれの土地利用の類型

によって、疾患ベクターに関する脆弱性が異なる。 

 

-都市部：都市部によくみられるように、フタのない容器で蚊族が繁殖するなど、都市部は特に脆

弱であるため、マッピングを行う必要がある。都市部を区域に分け、モニタリング活動で昆虫指

数（例：繁殖指数［Breeding Index］、コンテナ指数［Container Index］、ハウス指数［House Index］、

ブレトー指数［Breteau Index］および蛹指数［Pupal Index］）を突き止めることができる。十分な戸

数の家屋を対象に含めたり、同質の住宅区画を対象に含めたりするために、規定区域が400メ

ートルの緩衝地帯（buffer zone）を超える可能性がある。 

 

-商業および工業地域：これらの地域で行われる活動の調査により、疾患ベクターのリスクをもた

らすものを特定しやすくなる。また、当該領域のモニタリングおよび発行される推奨事項（計画

立案、廃棄物管理など）も履行しやすくなる。周囲400メートルの範囲内に存在するすべての事

業所、企業および利害関係者の調査を実施することが推奨される。連絡窓口となる担当者を特

定すれば、定期にモニタリングする必要のある活動に役立てることができる。 

 

-公有地：公有地で疾患ベクターのリザーバーとなる可能性のある当該領域を特定する（雨水排

水/貯留システム、都市部の荒地、墓地、公園および庭園など）。 

 

-慎重に対処すべき区域：ベクター防除の実行にあたり、慎重に対処すべき区域（学校、幼稚園、

老人ホーム、介護施設など）を特定する。これらの組織機関の連絡窓口担当者一覧が役立つ。 
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d)殺虫剤処理をしない区域の特定 

これは主に慎重な配慮を要する区域に関する現地の規則を基にしており、具体例として水上交

通の停泊所、噴水、ミツバチの巣箱、飲料水の集水地域、自然環境保全地域等が挙げられる。こ

れに関しても、これらの慎重に対処すべき区域の責任者と正式な連絡窓口担当者を特定すべき

である。 

 

5.1.2 現地の昆虫学的観点から見た状況 

種の調査は、現存する文献情報および専門調査（幼虫と成虫の双方を回収）に基づいて準備し

なければならない。調査は、エントリーポイントとその周囲400メートルに重点を置く。ただし、妥当

性が確認された場合、特にハマダラカ（Anopheles）のリスクがある場合には、半径1000メートルに

まで調査範囲を拡大する。 

外来侵入種が見つかった場所やその周辺では、防除対策が優先されることになる。 

リスト記載されている別の種については、以下の項目を考慮して記述する。 

-ベクターとしての状態（確認済みのベクター、潜在的なベクター） 

-季節活動と分散能力 

-繁殖地の選好性（防除およびモニタリングプログラムを実行しやすくするため） 

 

5.1.3 疫学的背景 

エントリーポイントが位置する地域で問題となるベクターに関連する主な潜在的健康リスクを特

定し、リストを作成する。 

ベクターの存在と関連のある健康リスクについて、特徴を把握しなければならない。これを実行

するにあたり、ベクター、病原体および宿主間の接触の可能性を評価するため、疫学的エビデン

スを示さなければならない。 

そのためには、以下を理解する必要がある。 

-船舶および航空機での感染源地域からのルートを介して、感染したベクターが侵入するリスク

（例えば、空港ないし海港マラリアのリスク） 

-輸入病原体を在来のベクターが媒介するリスク（これらの病原体に関する現地ベクターの媒

介能力） 

-感染したベクターの拡散により病原体が国外へ持ち出されるリスク（エントリーポイントがマラ

リア流行地域にある、またはエピデミックないしエンデミックの様式に従ってアルボウイルス

が流行している地域にある場合） 
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5.1.4 エントリーポイントの受容性と脆弱性に関する要約と結論 

リスクアセスメントと防除を目的とした従来式マトリクスに従って、これまでのセクションで評価し

たデータのさまざまな要素を分析し、以下の観点から前後関係を正しく理解しなければならない。 

-重大性/危険要因：当該地域は、大きな脅威に対して特に脆弱か 

-頻度/リスク：外来侵入種がすでに確認されているか 

-エントリーポイントやその周辺における輸入患者あるいは国内感染者の重要度はどれくらい

か 

-リスク管理：エントリーポイントで利用できる総合リスクマネジメント文書にその問題がすでに

掲載されているか 

-予防策や是正措置がすでにどのように講じられているか 

-スタッフは当該の問題に関する訓練を受けているか、また問題に敏感か 

 

これらの要素に基づき、特に重点的に取り組むべき種についてサーベイランスおよびモニタリン

グプログラムの目的を特定する。これが特定されれば、疾患リスクのある種のモニタリング（トラッ

プの種別、標本採取する繁殖地、サーベイランスを実施する時刻など）と防除に最も適した手法を

特定することができる。 

季節的なリスクがある場合には、プログラムも適応させる。したがって、プログラムの通年実施

または季節限定実施の必要性を確かめることが必要となる。 

サーベイランスおよび防除プログラムを実行すべき区域を明らかにする必要がある。周囲400メ

ートルは、ある特定の状況には十分である。ただし、ある種の背景において（例えばマラリアのリ

スクなど）、ベクターの飛翔範囲やその区域が繁殖地の可能性があるかどうかに応じて、この周

囲範囲を拡大することができる。 

  

注：エントリーポイント内部とその周囲の状況は、疾患ベクターの観点から変化し続けることに

なり、季節変動も疾患伝播リスクに影響を与えると考えられる。したがって、こうしたリスクに関

する情報を継続的に収集し、モニタリングするべきである。ベクター媒介性疾患の出現につな

がる可能性のある状況を検出し、モニタリングし、迅速に対処する必要がある。 
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5.2 サーベイランス計画の策定 

サーベイランス計画は、現在の疫学的状況およびエントリーポイントでのベクターとそれに付随

する病原体の輸入/輸出リスクに応じて決まる。  

 

通常の状況下：ルーチンのサーベイランス計画を策定する。 

エピデミック/アウトブレイク：緊急事態サーベイランス計画を策定し、迅速な行動をとれるようにす

る。 

これらの状況では、以下のような取り組みが不可欠となる。 

・生態学的条件の評価 

・疫学的リスクの評価 

・現地の法律と規則の遵守 

・サーベイランスの標的、区域および手法の特定 

・サーベイランス計画の作成 

 

現地作業：以下の活動は、サーベイランス計画の作成に役立つ： 

・標的ベクターと公衆衛生上の脅威の特定 

・侵入、適応、繁殖および現地生態系内での定着能力の程度の評価 

・現地環境での地理的広がり 

・野外サンプルの収集 

・サンプルの保存 

・検査施設へのサンプル輸送 

・現地検査施設でのサンプル同定または国内外の指定された委託検査施設へのサンプル輸

送（または指定検査施設へのデジタル画像送付と同定の依頼） 

・再サーベイランス/反復サーベイランスのためのフォローアップ計画とその実施頻度 

・サーベイランス報告書の作成 

・通常状況下でのサーベイランス報告書の協議とルーチンの防除措置の開始、または緊急時

の迅速な措置/対応 

 

考慮すべきエントリーポイントでの昆虫学的リスク因子には、以下の項目がある。 

1.エントリーポイントで特定の疾患を媒介する外来侵入種の種数 

2.繁殖能力と個体群の増加 

3.吸血嗜好性、すなわち動物嗜好性かヒト嗜好性か 

4.ベクター増殖を促進する環境パラメータ 
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5.遺伝的媒介能力 

6.分散状況：飛翔範囲、外部寄生虫の受動的輸送など 

7.ベクターサーベイランスと防除の欠如 

 

考慮すべきエントリーポイントでの疫学的リスク因子には、以下の項目が含まれる。 

1.病原体/寄生生物の病原性 

2.地元住民/リザーバー（人獣共通感染症の場合）およびヒト宿主の免疫状態 

3.地域の感染リザーバーの量 

4.疾患伝播を促進する環境因子 

5.疾患伝播にかかる期間 

6.ベクターおよび病原体が現地で用いられている防除措置/ツールに適しているかどうか。 

 

5.3 ベクターリスクのない区域 

国際保健規則（2005）は、港湾、空港、陸上越境地点とこれらのエントリーポイントを取り囲む周

囲400メートルの範囲内でベクターフリーゾーン（vector-free zone）を達成するよう提唱している。

定期的な積極的サーベイランスとベクター防除を通じてベクターフリーの状態を維持することを意

図しており、ベクター/リザーバーと共に国内に持ち込まれる病原体の伝播リスクを無効/最小限

に抑えることができる。また、これによって地域ベクターが船舶、航空機および鉄道/道路輸送を

介して遠方地に分散することを防ぐこともできるため、地域のベクター媒介性疾患が他国に伝播し、

定着するのを防止することができる。上で考察したとおり、ベクターが船舶（例：ヒトスジシマカ

［Aedes albopictus］）、航空機（例：フランスの空港マラリア）および輸送機関を経由して遠方地に

侵入していることを裏づけるエビデンスがある（ボックス1を参照）。すべてのエントリーポイントで、

専門的に組織化されたサーベイランスおよび防除プログラムに従って必要なインフラストラクチャ

ーを整備すれば、有効なベクターモニタリングを達成することができる。 

侵入したベクターの個体数が無視できるほど少なければ、最初にもたらされる公衆衛生リスク

は実質的に限定されるが、長期的にみて、なかには悪循環に陥ってアウトブレイクまたはエピデミ

ック/パンデミックに至る事例もあることが経験からわかる。このため、ルーチンのサーベイランス

および防除プログラムの目的は、できるだけ早く繁殖の機会を排除し、外来種を根絶するための

タイムリーかつ適切な防除措置を講じることにより、外来種ベクター個体群をゼロの状態を実現す

ることである。在来種ベクターが輸送機関や手荷物/貨物に侵入するのを阻止し、他国への侵入

と拡散を防止するためには、エントリーポイントで在来種ベクターが繁殖できない状態を維持する

ことも重要である。 
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ボックス 1. 1929 年以降、ニュージーランドのエントリーポイントで遮断された蚊族ベクター種のレ 

ビュー 

 

 

5.4 ベクターサーベイランスの必須要素 

ベクターサーベイランスの必須要素を以下に挙げる。 

・検査施設および現場業務に関する専門訓練を受け、必要知識とスキルを備えたスタッフ 

・インフラストラクチャー、設備機器を備え、化学薬品、試薬、ガラス製品、プラスチック製品とい

った必需品を再利用している検査施設へのアクセス 

国名：ニュージーランド 

阻止件数：171 件（1929 年以降） 

同定された種の数：27種（ベクターAedes aegypti ［ネッタイシマカ］、Aedes albopictus ［ヒトス

ジシマカ］および Culex annulirostris ［イエカの一種］を含む） 

疾病関連病原体と外来侵入ベクター（見込まれる疾患）： 

アルボウイルス：Barmah Forest、チクングニア熱、デング熱、東部ウマ脳炎、Edge Hill、Gan 

Gan、日本脳炎、ココベラ（Kokobera）、クンジン（Kunjin）、ラクロス脳炎、マレー渓谷脳炎、ロ

スリバー（Rose River）、リフトバレー熱（Rift Valley Fever）、シンドビス熱（Sindbis）、

Startford、Trubanaman、ウエストナイル熱および黄熱 

寄生生物：マラリア原虫類（Plasmodium spp.）、犬糸状虫（Dirofilaria immitis）およびバンクロ

フト糸状虫（Wuchereria bancrofti）またはマレー糸状虫（Brugia malayi） 

感染源国の数：26 カ国 

既知の外来種の感染源：152 カ所 

南太平洋：100 カ所（66%）［オーストラリア：42 カ所（28%）および他の 11 カ国：58 カ所（44%）］ 

アジア：40 カ所（26.3%）［日本：22 カ所（14.5%）および他の 7 カ国：18 カ所（11.8%）］ 

その他：12 カ所（8%）［米国：7 カ所（4.6%）および他の 5 カ国（3.4%）］ 

侵入方法：航空機 94 件（62%）および船舶 57 件（38%） 

1989〜2004 年の総遮断件数: 62 件 

侵入方法：船舶 51 件（82%）および航空機 11 件（18%） 

主な侵入場所：オークランド（75） 

出典：Derraik JG（2004） 
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・蚊族（卵・幼虫・蛹と成虫）、サシチョウバエ、ねずみ族などのサーベイランス方法に加え、必

要に応じて、蚊族、ハエ類、サシチョウバエ、ゴキブリおよびねずみ族に関する船上サーベイ

ランス方法の現場スタッフ向けオリエンテーション 

・各種サーベイランス方法、使用されている個々の設備機器および期間や、間隔などに関して

入手できる標準業務手順書 

・常時利用できる有効な個人用防護具（別添 1） 

 

5.5 蚊族：卵・幼虫・蛹および成虫調査 

5.5.1 卵 

ハマダラカ（Anopheles）の卵は水面に1つずつ産み付けられ、両側の浮嚢によって水面でも浮

力を維持するため、サーベイランスを実行するのは困難である。イエカ（Culex）の卵は、卵舟によ

って容易に認識できる。ヤブカ（Aedes）の卵は生息場所である容器に1つずつ産み付けられるが、

形状が小さな黒い紡錘形のため、携帯型拡大鏡で容易に確認することができる。500 mL容器型

オビトラップの外側を黒く塗り、（収容可能量の3/4まで）水を満たし、サーベイランス対象区域に

無作為に設置する。約1週間以内にその区域に発生している雌のネッタイシマカ（Aedes aegypti）、

ヒトスジシマカ（Aedes albopictus）または、その他の容器で発生性する種であるヤブカ（Aedes spp.）

がはオビトラップに産卵する。これまでの経験から、オビトラップ内の水に2×4インチの平らなダン

ボール紙片を浸した水と枯草浸出液の使用によって、トラップの誘引性が高まることがわかってい

る。これらのトラップは、所定区域での媒介生物の個体数計測、および介入の影響力を評価する

のに役立つ。自然現象による妨害や非意図的な撤去によるトラップの数量減少を考慮し、算出さ

れた必要数よりも10%多くオビトラップを設置することが推奨される。 

Gravidトラップは、成熟卵保有雌イエカ（Culex）を採集することができ、4個の単一電池または6V 

DCを動力源とする。Gravidトラップには、産卵場所を求めている成熟卵保有の雌イエカ（Culex）を

誘引する溶液が入っている（図17）。この溶液は、枯草浸出液または類似の有機物を使用して作

る。トラップはポータブル型で、必要な場所にどこでも設置することができる。 

 

5.5.2 幼虫 

幼虫の調査は、蚊族サーベイランスおよびエントリーポイントにおける防除プログラムにおいて

重要である。これらは、有害で媒介生物となる在来種および外来種の蚊族の生息地、種および個

体密度を明らかにするために使用される。ハマダラカ（Anopheles）の幼虫は水面に水平に浮く（図

14）のに対し、イエカ（Culex）およびヤブカ（Aedes）は水表面に呼吸管を貫通させてぶら下がる（図

15および図16）。わずかな経験と鋭い観察によって、イエカ（Culex）とヤブカ（Aedes）の幼虫を簡

単に識別することができる。後者は体長が長く、鞭のような動きをする。幼虫サーベイランスは、
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成虫の羽化を予測し、幼虫防除対策の適切な実施頻度を確定するために不可欠である。また、

幼虫サーベイランスは、成虫防除の必要性を予測するのに役立つほか、防除対策の有効性評価

にも有用である。幼虫モニタリングの結果を示すために、さまざまな指数が用いられる。最もよく知

られている指数は、繁殖指数（Breeding Index）、ハウス指数（House Index）、コンテナ指数

（Container Index）、ブレトー指数（Breteau Index）および蛹指数（Pupal Index）である（別添8）。 

   

図 14. ハマダラカ（Anopheles）の幼虫 

©上海出入境検験検疫局、中華人民

共和国 

図 15. イエカ（Culex）の幼虫 

©上海出入境検験検疫局、中華人民

共和国 

図 16. ヤブカ（Aedes）の幼虫 

©上海出入境検験検疫局、中華人民共

和国 

 

ボックス 2. エントリーポイントでの卵、幼虫および蛹サンプリングの目的と範囲 

  

・地域の生態系に定着しようとしている外来侵入種のベクターを検出する上で、卵と幼虫のサ

ーベイランスは不可欠である。 

・サーベイランスによって生息地の選好性に関する情報が直接得られるため、ベクターまた

は有害生物種が選好する生息環境の優先的な防除を可能にする。 

・卵と幼虫のサーベイランスをルーチンに実施すれば、蚊族の発生源を空間的および時間的

に完全かつ正確に把握することができるため、空間的および時間的処置の根拠として蚊

が発生する範囲を明らかにすることができる。  

・卵と幼虫のサーベイランスは、殺虫剤散布と防除措置の継続評価を可能にする。 

・卵と幼虫のサーベイランスによって、種の分布、密度、季節発生および個体数を理解するこ

とができる。 

・蚊の成虫サーベイランスから得られる知識を補完することができる（例：ライトトラップ、刺咬

件数、上陸率など）。 

・幼虫サーベイランスプログラムを通じて、殺虫剤抵抗性をモニタリングすることができる。 
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5.5.2.1 蚊族卵・幼虫・蛹のサンプリング用調査キットの構成内容 

1.十分な大きさのフィールドバッグ 

2.ボウル形式のひしゃく（容量300 mL） 

3.網/濾過器 

4.スクリューキャップ式プラスチック容器 

5.ガラス製こまごめピペット（ロング型およびショート型） 

6.携帯型拡大鏡 

7.懐中電灯とバッテリー 

8.鉗子/ピンセット 

9.フィールドノートとペン 

9.石けん 

10.タオル（小） 

11.蚊除けローションまたはクリーム 

12.容器に貼付する紙ラベルシール 

作業者と監督者で構成されるチーム 1 組にフィールドキット 1 個が提供される。 

 

5.5.2.2. 幼虫サンプリング法 

発生源の状況が異なれば、サンプリング法も異なる

（5TUhttp://www.who.int/malaria/publications/atoz/9789241505819/en/U5T）.ハマダラカ（Anopheles）、

イエカ（Culex）およびヤブカ（Aedes）の幼虫は、ユニークな動きを示す。ハマダラカ（Anopheles）幼

虫は水面に平行に浮いて気門から呼吸するのに対し、イエカ（Culex）幼虫は水表面に呼吸管を貫

通させて水面からぶら下がる。ヤブカ（Aedes）幼虫はイエカ（Culex）幼虫と同じくぶら下がるが、他

の幼虫と「群れ」を形成してとどまろうとし、鞭を打つように横に動くという点で独特である。これら

の基本は、ルーチンの幼虫サーベイランスに従事する現場の昆虫学者や作業をする人の大半は

知っている。蚊種は繁殖生息地に対して顕著な選好性を示すため、幼虫のサンプリングと種に特

異的な防除をする際に、この知識が体系的に活用することができる。例えば、いずれかのエントリ

ーポイントでハマダラカ（Anopheles）の侵入が疑われる、または確認された場合には、水がきれい

な生息環境（自然または人口的環境）を探すべきである。一方、ヤブカ（Aedes）幼虫は、人工容器

などの生息環境、スクラップ、セメントミキサー、タイヤや似たような生息環境にできる水たまりに

発生する。イエカ（Culex）幼虫は、有機物の豊富な水中で確認されることが多い。 

幼虫の生息環境に近づく際は、慎重にゆっくりと太陽に向かって近寄り、生息場所に自分の影

がかからないようにする。影がかかると、幼虫が水底に潜り、水面に再び浮上するまでにある程

度時間がかかる。ステフェンスハマダラカ（Anopheles stephensi）をはじめとするいくつかの種は、

http://www.who.int/malaria/publications/atoz/9789241505819/en/
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長時間にわたり水面下にとどまることができる。強風で水面が乱れる場合には、風上がサンプリ

ングに望ましい。池、水たまり、および湖では、水際に蚊の幼虫を確認することができ、ほとんどが

浮葉性植物の付近にみられ、特に浮葉性植物や草類、マット状になった藻類にできた水の澄んだ

窪みに検出されることが多く、そこでは幼虫の天敵（捕食者）に捕まりにくい。ひしゃく等ですくい取

る前に幼虫の有無を目視で評価することができる。幼虫は浮遊する小枝や丸太のそばで確認さ

れる可能性が最も高いため、そこでサンプリングすれば大量に採集することができる。 

サンプリング法は多岐にわたり、ボウルで浅水域のハマダラカ（Anopheles）幼虫をすくい取る手

法、あるいはサンプリング装置を一部または完全に水没させるか、ひしゃくを使用して背後から幼

虫ないし蛹に見当をつけて回収するという方法などがある。最もよく使用される方法は、単にひし

ゃくですくい取って幼虫を回収する手法である。樹木の穴、葉腋部またはコンテナやタイヤからの

幼虫サンプリングにサイフォンを利用することができる。幼虫サンプリングに使用される他の採集

装置として、井戸の幼虫採集で使われる網やザルなどが挙げられる。 

表10. 海港、空港、陸上越境地点およびその周辺における蚊族の潜在的な幼虫発生水域と成虫

の休息場所 

幼虫発生水域 成虫の休息場所 

池 人間の住居/洗面所トイレ 

水たまり 納屋 

溝 室内に吊り下げられている物品 

地上排水 隙間 

草で覆われた湿地 低木の茂み/植生 - 野生および庭 

穴や窪み 家具の下部 

シートにできたスクラップや水が溜まった窪み カーテン 

さまざまな種類や形状の容器 タンクの下や側面 

ウォーターチャンバー カーゴボックス/貨物室 

消火栓 作業台 

タイヤ（泥除けを含む） 建造物の壁や軒下 

地上および頭上水槽 開いた手荷物/カーゴボックスまたはコンテナ 

浄化槽 カートンとコンテナ 

テラス/ルーフトップ/鴨居 解体された航空機、車両、船舶など 

建築/開発地でのブルーシート タイヤ集積場 

井戸 廃墟/廃屋 

ショベルカーのバケット 樹木の穴 
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海港の臨港地区および空港のプラットフォーム、格納庫、手荷物、貨物区域および陸上エントリ

ーポイントにおける幼虫サーベイランスと蚊族の同定を行うための段階別アプローチを以下に挙

げる。 

 

ステップ1：人間の生活圏であり、港湾が設置されている地域のエントリーポイントとその周囲400メ

ートルの区域で、すべての潜在的なベクター発生水域を検出し、マッピングする。 

ステップ2：生息地の写真を撮影する。 

ステップ3：ベクター/蚊族の潜在的発生水域を調査して一覧にまとめ、季節要因および時間要因

に基づいて更新する。一時的または永続的発生水域にカテゴリー分類する。 

ステップ4：適切なサンプリング方法を用いて幼虫サーベイランスを実施する（別添4）。 

ステップ5：スクリューキャップ式プラスチック容器に幼虫を回収（同一生息環境で確認された場合

には蛹も採集）すると共に、幼虫の生息環境から水も採取し、標本を昆虫検査施設に

持ち込んで飼育し、羽化させる。容器の3/4まで水を入れ、しっかりとフタを締める。そ

れぞれの容器にラベルを貼り、発生水域とその具体的な位置、標本採集日を表示する。

車両で標本を輸送する際に、機械的破損が生じたり、幼虫が死亡する可能性があるた

め、車両が揺れないようにしなければならない点に留意されたい。 

ステップ6：容量300 mLのボウル、洗面器またはプラスチック/エナメル製トレーに静かに水を注ぎ、

幼虫と蛹を入れる。 

ステップ7：細かく挽いて粉末にした酵母菌と粉状にした犬用ビスケットを60：40の割合で混合し、

幼虫に試料として毎日与える。ベビーフードとフィッシュミールフレークを粉末状に挽き、

同一割合で混合したものを使用することもできる。 

ステップ8：モスリン布でボウルを覆い、ボウルの縁の外側をゴムバンドでしっかりと固定する。 

ステップ9：幼虫と蛹を分け、同じ手法でしっかり固定したボウルでそれぞれを飼育し、成虫が羽化

するまで待つ。 

ステップ10：網の穴から口で吸うタイプの携帯型標準吸引器のプラスチックチューブを差し込むか、

電動吸引器を使用し、ボウルから慎重に成虫を取り出す。できる限り口で吸うタイプ

の吸引器を使用し、電動吸引器を使用した場合に発生する可能性のある成虫の損傷

を回避すること。成虫を静かに試験管に移し、逃げないように綿栓でチューブを塞ぐ。 

ステップ11：数滴のエーテルを使用して成虫に麻酔し、ノックダウンして動きが完全に停止するま

で待つ。 

ステップ12：標準的な形態に基づく検索表（morphological keys）を用いて、ノックダウンした成虫を

実体顕微鏡下で同定し、指定の委託先検査施設に移送するか、現地での実施が可

能であれば、標本を保管し、PCRに基づく分子学的手法で同定する。 
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5.6 成虫サーベイランス 

成虫の採集を計画する前に検討すべきいくつかの重要事項を以下に挙げる。 

1.エントリーポイントとその周辺地域の在来種のリストを入手できるようにしておかなければならな

い。 

2.蚊族は季節的な気象条件に応じて増大することを理解しておかなければならない。したがって、

定期的にモニタリングする場合、回収される成虫の個体数に自然変動が認められるはずであ

る。 

3.蚊族の種が異なれば、刺咬のリズム、宿主の選択および休息地の選好性も異なる。したがって、

成虫を採集するためには、計画段階でこれらの要因を考慮に入れなければならない。 

4.侵入種及び外来種が採集されたら、推奨手順に従い、その目的のために選定された委託検査

施設に送付して種の同定確認を行う（別添4）。必要であれば、当該地域でさらに採集をしてもよ

い。リスクを低減/排除するために迅速な防除措置を講じ、エントリーポイントの内部とその周囲

でベクターが疾患を媒介して定着させる機会を排除することを優先しなければならない。アウト

ブレイクなどの有害な事象が発生した場合、影響評価のモニタリングを目的とする成虫採集を

行う際に、他の手法よりもトラップを使用するのが好ましい。病原体/寄生生物の同定は、現地

検査施設での同定確認（当該施設がある場合）または指定された地域ないし包括的委託検査

施設に標本を送付することによって確定することができる。 
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5.6.1 蚊族の成虫を採集するために必要な資材 

蚊族の成虫を採集するために必要な資材を以下に挙げる。 

1.十分な大きさのフィールドバッグ 

2.携帯型ないし電動吸引器および成虫用トラップ（ライトトラップの 

 炭酸ガス誘引型、非誘引型、CDC型、UV型またはBG-センチネ   

ル トラップ） （図17） 

3.試験管 

4.採集した成虫を入れる試験管に貼付する紙ラベルシール 

5.ロール綿      

6.懐中電灯とバッテリー 

7.鉗子（片尖片鈍） 

8.空間噴霧用の白い布製シート 

9.ノックダウン効果のある殺虫剤スプレー缶 

10.フィールドノートとペン 

11.石けん 

12.タオル（小） 

13.防護具 

 

成虫の採集頻度は、ベクターの定着が低い地域では少なくとも月1回以上とし、ベクターが生き

延びて定着する確率が高いと思われる気象条件の地域では、高頻度（毎週/隔週）に実施するこ

と。 

 

5.6.2 蚊族の成虫に対する防除措置に着手する際の疫学的考慮事項 

蚊族の成虫個体群に対する防除措置を開始する際に、以下の疫学的ポイントを考慮すること。 

・リスクアセスメントの際に鍵となる在来種の個体数に関する季節的および時間的データを解

釈する。 

・マッピングを活用し、ベクター/蚊族の分布が集中分布またはランダム分布かどうかを調べる

と共に、その疫学的意義を調査する。 

・ベクターをモニタリングするためのエントリーポイントとその周辺でのリスク/脆弱地域を 

特定する。ハマダラカ（Anopheles）の侵入が疑われる場合または蚊族の飛翔範囲に応じて、 

周囲400メートルの推奨区域を超えてモニタリング範囲を拡大することができる。 

・ベクター、病原体/寄生生物および宿主の存在に関連する健康リスクの特徴を把握する。エ 

デミック地域からの船舶が、特別な港湾停泊を要求しているかどうかを判断する。また、ウイ 

図 17. イエカ（Culex）成虫用

Gravid トラップ 

© 上海出入境検験検疫局、

中華人民共和国 
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ルスまたはマラリア原虫が現在流行している疾患エンデミック/エピデミック国から航空機が到 

着するタイミングを決定する。これにより、脆弱な地域のリスクアセスメントを目的とする選択 

的モニタリングが可能となる。 

・国内に持ち込まれたベクターが現地で媒介するリスクを把握する。 

・現地の疫学的状況に基づき、エンデミックないしエピデミックの別を問わず、地域のベクターを 

経由して病原体が他国に持ち込まれるリスクを評価する。 

・蚊族の防除に殺虫剤を使用すると、蚊の天敵となる捕食者、受粉媒介動物のほか、蚕などの

実利的な生物種に損害が及ぶ場合には、政府の政策に従って当該地区/区域をベクター防

除対象から外すことができる。 

 

これらの要因に基づき、蚊族のサーベイランス、モニタリングおよび防除策を組織化すると共に、

リスクマネジメント戦略を策定する。 
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5.7 ねずみ族：ラットとマウスのサーベイランス 

ねずみ族は、ペスト、レプトスピラ症、発疹熱および食品由来のサルモネラ症の伝播に関与して

いる。ねずみ族サーベイランスは、種、出没範囲および防除策の開始場所を特定するために不可

欠である。その動作と活動パターンに従い、ねずみ族に適した追跡、サーベイランスおよび防除を

行う。 

 

5.7.1 獣道と擦痕 

ねずみ族が出入りする通路は獣道（runways）と呼ばれる。ラットは、同

じ通路を繰り返し移動する際に変色した痕跡を残すことが多いため、獣

道を特定することができる（図18）。このような獣道ができる際、ねずみ族

の体毛の油分が表面に擦り付けられ、時間の経過と共にこの痕跡が暗

色に変化し、擦痕（ラットサイン）と呼ばれるものになる。獣道はパイプや

ケーシングの内側につくられるため、容易に視認できず、巣穴の開口部

をたどって追跡しなければならない。クマネズミ（roof rat）は、架線やパイ

プ、ケーシング、エアダクト、鉄格子、電気ケーブルまたは外壁の最上部

などに痕跡を残す。 

 

5.7.2 足跡 

デッキに向けて懐中電灯を照らし、ねずみ族の足跡を調べ

るために粉塵やタルカムパウダーを利用し、残された足跡を

観察する。足跡があると、特徴的な陰影が確認できる。新し

い足跡は輪郭がはっきりして鮮明であるが（図19）、古い足跡

は粉塵が堆積するため輪郭が明瞭ではない。後ろ足5本指の

足跡は、前足4本指の足跡よりもよく観察されるが、双方が混

在すると考えられる。獣道に沿ってタルカムパウダーを薄く散

布しておけば、ねずみ族の通り道と最近の活動量を確認する

のにきわめて有用である。 

  

図 18. ラットの擦痕 

© 上海出入境検験検疫

局、中華人民共和国 

図 19. ラットの新しい足跡 

© 上海出入境検験検疫局、中華人民

共和国 
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5.7.3 かじり行動 

ねずみ族は、門歯を鋭い状態に保つため、かじり行動をと

る。かじる対象物は木、プラスチック製パイプ/容器、セメント

または金属の表面である（図 20）。素材表面のかじり痕と細か

いかじり屑が残されるため、ラット出没の指標になる。ラットは、

かじった表面に体を擦り付けるため、徐々に表面がなめらか

になる。 

 

5.7.4 糞 

新鮮な糞便は、柔らかくて艶のある暗色を呈しており、

種によって形状とサイズが異なる（図21）。数日経つと、

糞は乾燥して硬くなる。古い糞便は、光沢のない灰色を

呈し、棒を押し付けると簡単に粉々に砕ける。通常、糞

は喫食した食品のそばに豊富にみられるが、獣道に沿

って見つかる場合もある。 

 

 

 

5.7.5 尿 

ねずみ族は尿の排泄を調節またはコントロールできないため、頻繁に排尿する。獣道に沿って

ねずみ族の出没の兆候がないか調べる際に、床に向けてブラック（UV）ライトを照らす。ねずみ族

の新鮮な尿は、ライムグリーンに蛍光発光する。ねずみ族の古い尿は、青みがかった白色を呈す

る（図22, 23）。 

  

図 20. かじり行動 

4）図 21. ラットの糞。ドブネズミは鈍型 3/4 イン

チ、クマネズミは尖型1/2インチ、ハツカネズミは

尖型 1/4 インチ 

© 上海出入境検験検疫局、中華人民共和国 

ドブネズミ クマネズミ ハツカネズミ 
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5.7.6 ねずみ族の体毛 

ねずみ族、特にラットの体毛は、ブラックライトを照らすと青みがかった白色に見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7.7. ねずみ族サーベイランスの方法 

ねずみ族出没の有無を確認し、防除措置の効果を評価するためには、以下のサーベイランス

方法が有用である。 

 

5.7.8 トラップ 

サーベイランスでは、ねずみ族専用に設計されたトラップを使用しなければならない。マウス用

とラット用のトラップは、必ず区別すること。通常、ラットはマウスよりも大きいため、マウス用トラッ

プから逃げ出すことが多々ある。同じく、小さなマウスにラット用トラップでも同様である。トラップは

耐久性があり、標準品質を備えていることが必要である。錆びにくく、捕獲対象であるねずみ族の

接触を敏感に検知できることが望ましい。一般に、携帯型で有効なプロ仕様スナップトラップ（パチ

ンコ）が推奨される。 

 

5.7.8.1 トラップの使用とケア 

トラップを使用する際に考慮する事項を以下に挙げる。 

・多くの場合、検知感度を最大限にするために、新しいトラップのトリガーアーム末端をやすりがけ 

して滑らかにしておく必要がある。 

・使用しない時は、バネの錆つきを防止するためトラップを屋内に保管すること。 

・錆つきを減らすため、使用前および使用後にすべての金属部品を魚油またはモルテンワックス 

で処理する。防錆スプレー（例：CRC）は、その匂いが原因でねずみ族が寄り付かなくなるため、

使用しないこと。 

図 22. UV ライトによるねずみ尿の船上検査 

© Tianxiao Chen, 深圳出入境検験検疫局、

中華人民共和国 

図 23. UV ライトで確認された尿痕跡 

© Tianxiao Chen, 深圳出入境検験検疫

局、中華人民共和国 



56 
 

・ワイヤー、植物または他の対象物にトラップをしっかりと固定すれば、傷を負ったラット、大型マ

ウス、ねずみ族を狙う捕食者によってトラップが引き離されることがない。 

 

5.7.8.2 トラップの配置 

・ねずみ族がよく出入りする区域には、穀類、料理の余り物や食べ残し、植物または生ごみがある。

ラットの糞、足跡または擦痕が確認された場合、その場所にトラップを仕掛ける。 

・船舶がアンカリングされている足場付近にトラップを仕掛ける。ラットガードを使用しなければ、ラ

ットはアンカリングロープを伝って降りる傾向がある点に留意する。 

・必要なトラップの数量は、対象区域、トラップを取り扱う熟練スタッフの人数およびトラップの利用

可能度に応じて異なる。 

・ねずみ族、特にドブネズミ（Norway rat）は、人間の匂いや香りにとても敏感である。トラップを地

面にしっかりと設置し、ラットを驚かせて追い払うことのないように努める。 

・複数の種が出没する場所には、バランスを見ながらさまざまなトラップを仕掛ける（図24）。ラット

を捕獲したら、ノミなどの検査をすること（図25）。 

・1カ所に2個のトラップを仕掛け、互いにやや距離をあける。 

・•ねずみ族は壁伝いに移動することを好むため、壁がある場合には、トラップをそこに設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 24. ラット用トラップを仕掛けてノミを回

収し、ペストのサーベイランスを行う。  

© Chunzhong Zhao, 深圳出入境検験検疫

局、中華人民共和国 

図 25. 捕獲されたラットをコーミングしてノミ

を回収する。 

© Chunzhong Zhao, 深圳出入境検験検疫

局、中華人民共和国 
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5.7.8.3 トラップカバー 

・トラップカバーがあれば、ねずみ族が最も適した方向からトラップに近づき、捕獲することができ

る。 

・カバーは、気象条件や他の動物による妨害からトラップを保護し、標的（ねずみ族）以外の動物

が捕獲される可能性を減らすのに役立つ。 

・カバーは、入手可能で携帯できる材料であれば、どのような素材で作ってもよい（例：金網、透明

プラスチックシート、プラスチック排水管など）。 

・トラップには、必ずカバー（トンネル）をつけること。 

・Black Trakka™トラッキングパッド用ブラックプラスチックトンネルも、スナップトラップを覆うのに適

している。 

・石、小枝またはワイヤーペグを使用してカバーを所定の位置に固定する。目的以外の動物がト

ラップにかからないようにするため、ワイヤーを曲げて輪（または類似物）を作り、入り口に交差

するように配置する。 

・カバーを使用する場合、1つのカバーの下で2個のトラップが背中合わせになるように設置する。

両トラップ同士の空間にワイヤーで作った輪または枝分かれした枝を置けば、一方がもう一方

のトラップを作動させないようにする一助となる。 

・カバーがトラップの動きを妨げないようにする。これを確認するため、選定したカバーで覆った状

態で、選定したトラップを作動させる。トラップのアームがカバーのどこかにぶつかる場合には、

カバーを大きくする必要がある。 

 

5.7.8.4 トラップの餌 

・サーベイランスでは、常に一貫して同じタイプの餌を使用すること。  

・ピーナッツバターとオートミールを硬めに混ぜ合わせたものが、指標用トラップ用の餌として推奨

する。この餌は長持ちする。このほかにも適切な餌として、ローストしたココナッツ、チーズ、ナッ

ツ、チョコレート、ベーコン、魚油に浸した皮革などが挙げられる。 

・雨、暑さ、カビ、アリや他の昆虫に一部食べられるといった理由により餌の誘引性が低下した場

合には、そのつど新しい餌に取り替える。 
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5.7.8.5 指標用トラップの設置 

・個体数指標（Abundance Index）から、同じ場所で季節ごとにねずみ族の個体数変化に関する有

益な情報が得られる。 

・トラップが多いほど、多くの個体を捕獲できる確率が高まる。例えば、個体群の数が同じ場所で、

2カ所（現場1および現場2）に設置する場合、現場1にトラップを50個、現場2にトラップを100個設

置するのであれば、常に現場2は現場1の2倍の個体数を捕獲できることが予測できる。個体数

指標は、配置したトラップの数量によって調整した捕獲個体数の尺度である。 

 

ねずみ族の個体数指標（Rodent Abundance Index）算出の一例を以下に挙げる。 

配置するトラップ数 =100個 

夜間日数 = 3 

延べトラップ夜間数（Total trap Nights）= 100 × 3または300 

ラット14個体が捕獲され、36個のトラップがバネ作動または空だったと仮定する。 

トラップ夜間損失数（Trap nights lost）= 1/2（捕獲数+ バネが作動した空のトラップ）  

= 14（捕獲された個体数） +36（バネが作動した空のトラップ）  

= 1/2 × 50 

= 25 

したがって、トラップ夜間数（trap nights）の補正数は以下のとおりである。 

= 延べ夜間数 – トラップ夜間損失数（Trap nights lost） 

=300–25 

= 275 

個体数指標 = 捕獲個体数 × 100 / 補正済みトラップ夜間数（corrected trap nights） 

= 14 × 100/ 275 

= トラップ夜間数100当たりの捕獲個体数5.09 

 

出典：Seniloli E and Rasalato S. Bird Life International Pacific Secretariat. 未発表情報：Post 

eradication monitoring report (Ringgold Islands), 2009. 
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5.7.8.6 指標（Index）トラップの設置方法 

・指標トラップを設置する場合、トラップの能力（有効性）の差によってバイアスが生じ、結果を比較

できなくなるため、常に同じメーカーのトラップを使用する。 

・トラップ指標線（index line）は、等間隔に25カ所以上トラップを設置するのが理想的である。それ

ぞれの場所に2個のトラップを仕掛け、カバーで覆う。 

・毎晩の変動とねずみ族の活動を攻略するため、通常夜間に3日間仕掛ける。 

・それぞれの生息地で補正済みトラップの夜間設置数を最低100は確保できるように設置計画を

立てる。 

例えば、50個のトラップを3夜設置すれば、補正済みトラップの夜間設置数は最大150になる。 

・設置間隔は、25〜50メートルの範囲内で可能な限り広く設けること。必要であれば、巻き尺を使

用する。ねずみ族サーベイランスを反復実施する場合、トラップ常設用の設置線（指標線）を正

確に測定し、トラップ設置場所に印をつける。 

・トラップ設置期間中に一貫性を維持するため、カバーはすべての場所に設置するか、あるいは

すべての場所から取り外す。これまでの経験から、トラップカバーがトラップ捕獲成功率に影響

を与えることが知られているため、次のトラップ設置期間まで、カバーをそのままにしておき、動

物をトラップの存在に慣れさせること。 

 

5.7.8.6.1 トラップ設置による個体数調査 

捕鼠かごやシャーマントラップなどの生け捕りトラップを使用すれば、ねずみ族は生きたまま捕

獲される。ラットは、足指にクリッピングでマークをつけ、逃がしてやる。そのラットは、1週間ほどで

再び捕獲される。以下に従い、リンカーン指数（Lincoln Index）を算出する。 

 

N= Mn/m 

この式では、 

N= 個体数 

M= 1回目に捕獲された個体数 

N= 2回目に捕獲された個体数 

M= 2 回目のトラップ設置で再び捕獲された（マークのついた）個体数 
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5.7.8.6.2 生息巣穴の計数法 

この手法は、ある一定区域でのねずみ族生息巣穴の直接観察に基づいているため、ねずみ族

の個体数を推測する上で最も信頼性の高い方法の1つである。この方法では、1日目にすべての

巣穴を塞ぎ、次いで2日目に使用されている（開いている）巣穴をすべて混合飼料で再び塞ぎ、最

後に3日目に開いている生息巣穴の実数を計数する。これにより、ある区域でのねずみ族個体数

の概略がわかる。ただし、この手法の限界として、1つの巣穴に生息しているねずみ族の個体数を

確定できないという点が挙げられる。 

 

5.7.9 トラッキングトンネル 

ねずみ族トラップの代替品として、トラッキングトンネルを使用することができる。これは長方形

の段ボール箱で、ローストしたココナッツフレーク、チョコレート、ピーナッツバターや魚など、動物

が好む餌が仕掛けられており、ねずみ族などの小動物をおびき寄せることができる（Gillies and 

Williams 2013）。これらの動物は、残された足跡から追跡することができる。経験豊富な調査員は、

ねずみ族侵入の足跡を容易に識別することができる。トラッキングトンネルの使用には、多くの利

点がある。 

 

・ねずみ族の追跡に関して、生息巣穴計数法よりも格段に優れた装置である。 

・必要であれば、長期間の夜間設置が可能である。 

・ねずみ族を殺傷しないため、トンネルに接近しても他の動物を怯えさせることがない。 

・配置および維持管理が簡単。 

・標的以外の種に危害を加えない。 

 

最大の欠点は、サーベイランス期間中にねずみ族侵入が同定された場合さらに、積極的防除

法によりねずみ族を殺傷しなければならないという点であり、この場合、トラッキングトンネルは役

に立たない。 

 

5.7.9.1 トラッキングトンネルの設置 

大型ねずみ族の場合、グリッドのトランセクトライン（線状トランセクト）に沿って50メートル間隔

でトンネルを設置し（トラッキングトンネルの位置決めとモニタリングが容易になる）、マウスの場合

は10〜25メートル間隔で設置することができる。トラッキングトンネルは簡単に作成できるが、既

製品（Black Trakka™）のトンネルは有効性が高く、トラッキングによる結果と同等の成績を得ること

ができる。足跡の同定には、以下のサイトに掲載されている情報が役立つ。
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5Thttp://www.doc.govt.nz/Documents/science-and-technical/inventory-monitoring/im-toolbox-a

nimal-pests-using-tracking-tunnels-to-monitor-rodentsand-mustelids.pdf5T  

 

5.8 ノミのサーベイランス 

ノミは、ペストを媒介する主要ベクターである。ヒトがペストに感染するリスクを推定し、現地の

状況に適した具体的な防除対策を設計するためには、現地のノミ種とその宿主に関する知識が

不可欠である。通常、現地ノミ種のペスト媒介ベクターとしての重要性は有意義なサーベイランス

データの解析によって決定することができ、具体的には宿主1個体当たりのノミ個体数、宿主選好

性および回収されたノミ種のY. pestis 感染率などが挙げられる。今後のサーベイランスでは重要

なベクターとその宿主に重点を置いて取り組むことができるため、費用を抑えながら、防除措置に

関する最も重要な情報を得ることができる。また、宿主、ノミのデータは、どの哺乳類宿主が現地

の獣疫に関与しているのかについて、間接的な手がかりを提供してくれる。一例を挙げると、ペス

トによる獣疫の流行時はイワリス類（Spermophilus variegatus）の死亡率が高く、このときにリス科

動物、ウサギ、マウスまたはモリネズミ（wood rat）などの他の宿主によく寄生するノミのOropsylla 

montana（Diamanus montanus）が見つかることも珍しくない。宿主1個体当たりのノミ個体数も重要

である。ノミ種がペスト媒介ベクターとしての役割を果たさないのであれば、宿主1個体当たりのノ

ミ平均個体数が増加しても、あまり懸念する必要はない。しかし、そのノミ種が疾患ベクター（例：

Xenopylla cheopis）であり、クマネズミ属（Rattus）の寄生個体数が一定レベル以上に増加した場

合、ヒト感染および獣疫のペストのリスクを低減するために防除措置を講じる必要がある（WHO 

2009b）。 

 

5.8.1 ノミ指数（Flea Index） 

ノミは外部寄生虫であり、ねずみ族の頸部、頸部下方および背部にみられる。捕鼠カゴまたは

シャーマントラップを設置し、ねずみ族を生きたまま捕獲する。翌朝、すべてのトラップを回収する。

トラップを袋に入れて検査施設に持ち込み、ラットにエーテル麻酔をかける。ラットを取り扱う際は、

常に手袋をする。生け捕りにしたねずみ族をクシで梳（す）き、吸引管で白いホーロー容器にノミを

回収する。ねずみ族を入れた袋内に逃れたノミも見つけ出し、同様に回収する。ノミの種は1500以

上存在する。地域のノミ種および主な広域種を同定する鍵はエントリーポイントで情報を入手する

事が可能であり、在来種と侵入種のノミを容易に識別できる。以下の式を用いて、ノミ指数（Flea 

Index）を算出する。 

 

ノミ指数（Absolute Flea Index） = 回収されたノミの総数/回収されたラットの総数 

 

http://www.doc.govt.nz/Documents/science-and-technical/inventory-monitoring/im-toolbox-animal-pests-using-tracking-tunnels-to-monitor-rodentsand-mustelids.pdf
http://www.doc.govt.nz/Documents/science-and-technical/inventory-monitoring/im-toolbox-animal-pests-using-tracking-tunnels-to-monitor-rodentsand-mustelids.pdf
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言い換えれば、ノミの絶対個体数は、捕獲されたげっ歯動物1個体から回収されるノミの平均個体

数ということになる。 

 

特定種ノミ指数（Specific Flea Index）＝回収された特定のノミ種の総数／回収されたラットの総数 

 

言い換えれば、ノミの特定の種の個体数は、捕獲されたげっ歯動物1頭から回収される特定の種

のノミの平均個体数ということになる。 

 

5.9 サシチョウバエのサーベイランス 

サシチョウバエ個体群の標本採取については、human landing collection（HLC）法、粘着ヒマシ

油トラップ、餌を設置しないシンプルなCDC型の白熱灯またはUVライトトラップ（図26と図27）が使

用されており、CoR2Rを使用する場合もあれば、使用しない場合もある。餌を仕掛けるHLC法は他の

手法よりもはるかに有効であり、サシチョウバエを生きたまま採集できるという明らかな利点があ

るが、誘引源であるヒトと採集者がリーシュマニア症の関連リスクにさらされるという大きな欠点が

あるため、重大な倫理的問題とされている。また、HLC法が成功するかどうかは、採集者のスキル

と慎重さにも左右される。誘引源であるヒトの差によって生じる誘引力も、採集の成果に影響を与

える。一方、粘着トラップ、ライト非使用および餌非使用トラップはごく近辺にいるサシチョウバエを

採集するのに対し、CDC型の白熱灯およびUVトラップは遠隔地からサシチョウバエを誘引するこ

とができ、CoR2RとUVライトを組み合わせれば誘引力が高まる（Kline et al. 2011）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 26. サシチョウバエ

CDC 白熱灯トラップ 

© 上海出入境検験検疫

局、中華人民共和国 

図 27. サシチョウバエ CDC 

UV ライトトラップ 

© 上海出入境検験検疫

局、中華人民共和国 
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6. エントリーポイントでのベクター防除 

6.1 原理原則と目的 

エントリーポイントでのベクター防除は、侵入種がエントリーポイントの環境に定着するのを防ぐ

と共に、ベクターが陸上（トラックや電車）、航空（航空機）および水上（港湾の船舶）経路で他国に

持ち込まれるのを防ぐ上でも、きわめて重要と思われる。以前は、ベクターが他国で拡散し、外国

の気象条件下で生存し続けるだけでなく、疾患を伝播したという事例が多くみられた。2〜3カ国を

例に挙げると、フランス、モロッコおよびチュニジアでの空港マラリアが代表例である。もう1つの具

体例として、この10年間で地中海諸国に広まったヒトスジシマカ（Aedes albopictus）の地理学的拡

散も挙げられる。 

 

ベクター総合管理（Integrated vector management） 

ベクター総合管理（integrated vector management：IVM）は、「ベクター防除の資源を最適利用

するための合理的な意思決定プロセス」と定義され、下記5項目の重要要素で構成される。1）エビ

デンスに基づく意思決定、2）統合化されたアプローチ、3）保健部門内および他部門間の協力連

携、4）擁護、社会的流動化および法律制定、5）能力開発（Beier et al. 2008）。 

WHOによれば、IVMは大きく進化し続けている分野である。IVM戦略は、最も費用効率に優れた

手法で最大の疾患コントロールが可能で、生態系への負の影響（例：生物学的多様性の喪失など）

や公衆衛生に対する有害な副作用を最小限に抑えることができるように設計されている。見込ま

れる健康リスクは、「駆除剤やその残留物への急性曝露」から「毒性化学物質の生物濃縮」ならび

に「ある種の広く使用されている駆除剤や薬品に対するベクター耐性発現」まで多岐にわたる。

IVMに関する詳細は、以下のサイトを参照されたい。 

5Thttp://www.who.int/heli/risks/vectors/malariacontrol/en/5T. 

ベクター総合管理に関する新たなWHOグローバル戦略の枠組みでは、IVMについて「疾患ベク

ターコントロールの有効性、費用対効果、生態学的安全性および持続性の改善を目的とした戦略」

と定義している。IVMは、複数疾患管理アプローチ、他の疾患管理対策との統合に加え、ある範囲

の介入策を慎重かつ系統的に適用し、多くの場合、組み合わせて相乗的に利用することを奨励し

ている。2004年にWHOは、すべてのベクター媒介性疾患の防除を目的としてIVMをグローバルに

導入した。 

 

6.1.1 蚊族 

IVMは、エントリーポイントでのベクター防除の鍵になる。十分な検証が行われた種々の防除対

策を優先度順に以下に挙げる。 

1. 環境管理 

http://www.who.int/heli/risks/vectors/malariacontrol/en/
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・発生源対策（source reduction） 

・生息環境の改変／操作 

2. 機械的防除 

・窓とドアを網戸で遮蔽する。 

・防舷材にドリルで穴を開けて排水できるようにする。 

・スクラップを撤去して安全に保存する。 

3. 生物学的防除 

・幼虫捕食魚 

・生物的幼虫駆除剤 

4. 化学的防除/殺虫剤処理 

・幼虫駆除剤の使用 

・成虫防除 

・煙霧殺虫（fogging） 

・屋内噴霧 

・殺虫剤処理した材料/特殊な状況 

・忌避剤 

 

6.1.2 蚊族の防除策を選択する 

どのベクター防除策を導入するか選択する場合、エントリーポイントの状況分析によって決まる。

経時的にみて安全性と費用対効果が高いという点から、殺虫剤を用いる手法よりも生物学的防

除策を選択すべきである。ただし、アウトブレイク/緊急事態が発生した場合には徹底した緊急行

動をとり、侵入種を根絶すると共に、他の疾患管理対策も併用してアウトブレイクを阻止する必要

がある。例えば、アウトブレイクの状況やベクター侵入を裏づけるエビデンスがある場合、および

迅速なノックダウン効果を得ようとする場合には、（熱/冷）煙霧殺虫が好ましいと考えられる。 

 

6.1.3 蚊族防除の準備 

ベクター防除のための基本準備とインフラストラクチャーには、以下の項目が含まれる。 

・十分に経験を積んだ検査施設および現場の人材 

・生物学的幼虫駆除剤/化学殺虫剤、スプレーおよび個人用防護具を調達するための物資 

・物理的、機械的および環境防除対策を実行するためのエンジニアリング部門/契約業者の支援 

・ルーチンのサーベイランス計画を立案し、防除行動を行う裏づけとなるエビデンスを提供すると

共に、防除方法の選択に関して適時に意思決定する。 

・幼虫および成虫のバイオアッセイキット 
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・委託検査施設との連携 

・影響評価計画 

注：上記については、改めて説明する必要のない項目である。ベクター防除は、専門機関また

はスタッフが実施することになっている。 

 

6.2 幼虫防除 

6.2.1 ベクターの減少 

エントリーポイントで土木技術専門の職員の支援を得て、どぶの清掃、穴を塞ぐ、たまり水の掃

除などの対策を講じ、ベクターの生息環境を永続的に排除する。 

エントリーポイントの環境衛生を改善し、廃棄物や排泄物を定期的に除去し、フタ付きごみ箱を

適切に配置し、決められた方法で片付けるなどの措置を講じる。港では、仮設トイレ（ドライペール）

ではなく水洗トイレにすべきである。浄化槽は3槽型とし、密閉できるフタを取り付けて漏れを防ぐ

と共に、ハエの繁殖環境を排除すること。 

 

6.2.2. 環境管理 

ベクター防除のための環境対策は、その有用性が証明されてきている。このような方法は、長

期的にみて持続しやすく、安全で費用効率がよい場合が多い。具体的には、幼虫発生源を減らす、

生息環境の改変および小規模な機械的手法を用いた操作などが挙げられ、ベクターが繁殖する

機会をなくすことができる。殺虫剤を使用しないため、これらの方法は海港付近の脆弱な生態系

に安全である。工学および保全を担当する部門及び機関が通常の保守管理業務の一環として、

エントリーポイントで以上のような方法を実践するとよい。時には、ベクター防除のための特別な

活動を実行してもよい。 

 

6.2.2.1 スクラップ（廃棄物） 

港湾の商業地区や住宅地で生じたスクラップ類が、ベクターにとってさまざまな繁殖場所となり、

特に雨季には問題となる（図28）。エントリーポイントからスクラップを処分する場合には、効率よく

組織化し、定期的に実施しなければならない。安全ヘルメット、公衆トイレの貯水タンク、桶型の容

器、グラスファイバー製容器、バケツ、樽、ドラム缶などの水が溜まりやすいスクラップ類は、常に

上下を逆さまにして保管しなければならない（図29）。 
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6.2.2.2. タイヤ 

タイヤは、ヤブカ（Aedes）にとって繁殖に適した場所となることが知られている。タイヤにより、ヒ

トスジシマカ（Aedes albopictus）が日本から米国へ輸送され、ヒトスジシマカが米国に定着した。タ

イヤの無秩序な保管状態や、並べて保管する場合であっても、殺虫剤でタイヤ一つ一つを処理す

るのは困難である（図30）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイヤは、乾いた状態で屋内に保管するか、縦に積み重ねて最上部をビニールシートで覆い、

その上に木/金属製の平板を載せ、水の侵入を防いで保管する（図31）。また、タイヤは、船舶の

破損を防ぐための防舷材として桟橋に沿って結びつけられる（図32）。これらのタイヤには3時、6

時、9時および12時の位置にドリルで穴を開け、水の貯留と蚊族（特にヤブカ（Aedes））の繁殖を

防止する（図33）。水が目詰まりしないようにするため、十分な大きさの穴を開ける必要がある。 

図 28. エントリーポイントのスクラップは蚊

が繁殖する足がかりとなる可能性があり、

特にヤブカ（Aedes）に注意を要する。 

© Ashwani Kumar 

図 29. 廃棄処分待ちのスクラップは、地面

に伏せて保管する。 

© Ashwani Kumar 

図 30. タイヤに雨水がたまり、ヤブカ

（Aedes）繁殖の好適地となる（ハマダラ

カ（Anopheles）もそこで繁殖することが

ある）。 

© Ashwani Kumar 

図 31. タイヤは縦に積み重ねて防水シー

トと平板で覆い、降雨時に雨水がシート

上にたまるのを防ぐ。 

© Ashwani Kumar 
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6.2.2.3 ショベルカーのバケット 

使用されずに放置されている大型のショベルカーのバケットには水が溜まるため、降雨時にベ

クター繁殖を促進することになる（図34）。これらのバケットは、上下を逆さにした状態で保管する

こと（図35）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.2.4 地下水槽 

建設現場の周辺でフタをせずに保管されている貯水槽は、蚊族が繁殖する可能性があるため、

健康上のリスクをもたらす可能性がある（図36）。これらは常に開口部を閉鎖した状態で保管し、

使用しないのであれば上下を逆さにして保管しなければならない（図37）。一部が開いている高架

図 32. 桟橋に沿って設置されている雨水の

たまったタイヤは、船舶で到着した蚊に最初

の足がかりを提供するため非常に危険であ

る。 

© Ashwani Kumar 

図 33. 水がたまるのを防ぐため、タイヤの

3 時、6 時、9 時および 12 時の位置に穴を

開ける。 

© Ashwani Kumar 

図 34. ショベルカーの鉱石バケットに水がた

まっている。 

© Ashwani Kumar 

図 35. ショベルカーの鉱石バケットは、上下

を逆さまにして保管する。 

© Ashwani Kumar 
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タンクも気密性のあるフタを閉めて保管し、オーバーフローパイプは常にガーゼで覆って蚊族の侵

入を防ぐ必要がある（図43）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.2.5 地上排水 

縁部に起伏があると窪みができ、そこにナミカ亜科（Culicine）の蚊族が繁殖する可能性がある

ため、地上排水は縁部を滑らかにし、水がよどみなく円滑に流れるようにする（図38と図39）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 38. 排水溝縁部の起伏や浮遊するビニー

ル袋によって窪みができ、そこでイエカ

（Culex）が繁殖する。 

© Ashwani Kumar 

図 39. 地上排水の縁部を舗装すると、水

が自由に流れるようになる。 

© Ashwani Kumar 

図 36. 建設現場のそばにあるフタのない地

下貯水槽 

© Ashwani Kumar 

図 37. 連結されていない高架タンクは、逆

さにした状態で保管する。 

© Ashwani Kumar 
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6.2.2.6 防蚊加工した点検用空間 

海港と空港にあるすべての点検用空間に、防蚊加工フタの組立品を取り付ける（図40）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄化槽：浄化槽は、不快な蚊族およびフィラリアを媒介するネッタイイエカ（Culex quinquefasciatus）

の大繁殖を促進する可能性がある。これらのタンクを密閉すれば、蚊族が繁殖のために入り込む

ことができなくなる（図41）。浄化槽の通気管も、ナイロンメッシュで覆うこと（図42）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 40. 防蚊加工フタの組立品を閉めると、点

検用空間の縁にしっかりと適合する。 

© Ashwani Kumar 

図 41. 密閉された浄化槽は、ナミカ亜科

（culicine）の繁殖を防止し、特にネッタイイ

エカ（Culex quinquefasciatus）に効果があ

る。 

© Ashwani Kumar 

図 42. 通気管の先端をナイロンメッシュ

で覆えば、蚊の侵入を防ぐことができる。 

© Ashwani Kumar 

図 43. 高架タンクの通気管をナイロンメ

ッシュで覆う。 

© Ashwani Kumar 
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高架タンクの防蚊用加工フタ：タンクの排水管もナイロンメッシュで覆う（図43）。高架タンクに鉄製

の防蚊用加工フタ組立品を使用すれば、蚊族の侵入を防止できる。閉じると、円形フタが縁の外

側にくる（図44）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エントリーポイントで蚊族の繁殖を促すその他の状況 

注水管：注水管コネクタは降雨後に水がたまりやすいため、蚊族の繁殖を促す。これらは屋内に

保管するか、あるいは立てた状態で保管し、水がたまらないようにすること（図45）。 

鉄製プラットフォーム（浮き桟橋）：港にある浮き桟橋は、雨季に水がたまる（図46）。これらは、安

全に保管する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水管の詰まったテラス：テラスの排水管が詰まって水がたまると、蚊族に理想的な繁殖の機会

を与えることになる（図47）。 

  

図 44. 高架タンクの防蚊加工フタ組立品 

© Ashwani Kumar 

図 45. 錬鉄製注水管がエントリーポイン

トでのベクター繁殖を促進する可能性が

ある。 

© Ashwani Kumar 

図 46. 水がたまった鉄製プラットフォーム 

© Ashwani Kumar 

図 47. 排水管が詰まって水がたまったテ

ラス 

© Ashwani Kumar 
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エントリーポイントでの新設作業：エントリーポイント周辺の建設工事は慎重にモニタリングし、蚊

族の繁殖を防ぐために十分な対策を講じること（図48、図49）。水がたまり、よどんだ状態のまま放

置されている区域は、外来種ベクターに理想的な繁殖の場所となり、繁殖の足がかりを与えるこ

とになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.3. 生物学的防除 

生物学的防除剤（Bacillus thuringiensis israelensis （Bti）または幼虫捕食魚）を導入すれば、ベ

クターの生殖、増殖および活動に影響を及ぼすことができるほか、環境や生態系を損なわない状

態で、ベクター媒介性疾患の伝播を軽減させることができる。 

 

6.2.3.1 生物学的幼虫駆除剤 

生物学的幼虫駆除剤のBtiは水和剤（wettable powder）、粒剤およびブリケットの形状で市販さ

れている。水和剤は水懸濁液であり、背負式噴霧器で噴霧できるのに対し、粒剤は手作業で散布

しなければならない。 

 

6.2.3.2. 幼虫捕食魚 

カダヤシ（Gambusia affinis）およびニジメダカ（Lebistes reticulatus）の2種は、ベクター防除に広

く用いられる幼虫捕食魚である。これらの魚は小型で水面捕食性の魚で、自然繁殖し（2〜3カ月

ごとに繁殖）、稚魚を生産する（卵胎生）。捕食ゾーン（水面）で積極的かつ優先的に蚊族幼虫を

捕食する。カダヤシの在来種は世界中に多く分布しており、地域で評価を行い、ベクター防除に利

用することができる。 

  

図 48. エントリーポイントの建設現場は、

蚊を繁殖させる可能性がきわめて高い。 

© Ashwani Kumar 

図 49. 港の新規開発地にたまった水 

© Ashwani Kumar 



72 
 

6.2.4 化学殺虫剤 

有機リン酸（OP）化合物の液剤は通常、ハマダラカ（Anopheles）の幼虫・蛹に有効である。背負

式または圧縮ポンプを用いて2週間ごとに1 ppm濃度を噴霧するか、あるいは製品の使用法どおり

に使用すれば、イエカ（Culex）およびヤブカ（Aedes）を効果的に防除することができる。 

 

6.3 成虫防除 

防除対象の種、使用する殺虫剤に対する感受性のほか、防除策と残留性に対する（住民の）同

意に応じて、残留性化学殺虫剤を使用することができる。噴霧作業を慎重に計画し、事前に地域

社会に対して通知しておくことが重要である。地域の住民に対して、殺虫剤噴霧の最終目的およ

び噴霧作業中と作業後に必要な措置について、十分な情報を提供しておく。 

エントリーポイントでベクター侵入を防止するためには、予防効果のある残留性スプレーが実用

的である。最も懸念される季節に防除効果を得るためには、使用する殺虫剤と気象条件に応じて

噴霧を2〜3回行う必要があり、特に熱帯諸国では注意を要する。また、残留性殺虫剤を染み込ま

せたシートを内壁に貼れば、蚊族、トコジラミ、ゴキブリ、イエバエおよびサシチョウバエを効果的

に防除することができる。港湾労働者の休憩室やエントリーポイントの周囲400メートルの範囲内

にある住宅地域では、特に殺虫剤処理した蚊帳を使用するようアドバイスするとよい。海港/空港

のビルやオフィスと周辺（周囲400メートル以内）の住居用建物に対して、殺虫剤処理したカーテン

を使用するよう勧める。 

エントリーポイントで在来種および外来種ベクターの双方に対して迅速なノックダウン効果を得

たい場合には、熱/冷煙霧殺虫が効果的である。熱煙霧殺虫と冷煙霧殺虫では、機器と殺虫剤が

異なる。殺虫作業を成功に導くためには、煙霧殺虫が最も有益となる条件（例：煙霧殺虫を行うタ

イミング、特に風速や風向きなどの気象条件の検討など）が不可欠である。熱煙霧は目に見え、

冷煙霧よりも浸透作用が高い。冷煙霧は目に見えず、建物や屋外の植物への限局的な適用に適

している。煙霧殺虫を実施する場合、喘息患者、乳幼児および一般大衆が煙霧に曝露されないよ

うにするため予防策を講じる必要がある。熱/冷煙霧殺虫の推奨される殺虫剤、用量、方法、設備

機器および防護具に関する詳しい情報は、以下を参照のこと。 

5Thttp://whqlibdoc.who.int/publications/2010/9789241500791_eng.pdf 

 

6.3.1 殺虫剤抵抗性の問題と管理 

同じ殺虫剤に繰り返し曝露されると、抵抗性が発現することがある。したがって、抵抗性管理計

画を立案しておく必要がある。 

 

http://whqlibdoc.who.int/publications/2010/9789241500791_eng.pdf
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・サーベイランスを体系化し、最近実施した殺虫剤噴霧が目的の集団に対して期待どおりの効果

を発揮したかどうかを確認する。 

・（幼虫と成虫の双方を対象とする）標準的バイオアッセイ（殺虫剤効力試験）を行い、使用した殺

虫剤の有効性を確認する。 

・同一クラスの殺虫剤に対する交差抵抗性が、ベクターの集団に短期間で発現する。したがって、

異なるクラスの殺虫剤をローテーションで使用すれば、特定の殺虫剤に対する抵抗性獲得を遅

らせることができる。 

・化学及び生物学的幼虫駆除剤を交互に使用したり、複数の手法（例：殺虫剤を散布する手法と

散布しない手法を用いるなど）により選択的ベクター防除を行ったりするなど、変化に富んだベク

ター防除法を利用すれば、殺虫剤抵抗性の発達を遅らせることができる。詳しい情報は、以下を

参照のこと。 

5Thttp://www.who.int/iris/bitstream/10665/44846/1/9789241564472_eng.pdf 5T. 

 

6.4 航空機の昆虫駆除 

経済のグローバル化と観光やメディカルツーリズムの増加により、航空交通が非常に増大して

いる。マラリアのない国（フランス、スイス、オランダ、ベルギー、イタリアおよびドイツなど）で感染

した蚊の侵入により空港周辺に居住する人々が、マラリアに感染するという事例が数件発生して

いる。感染者は、過去にマラリア流行地域を訪れたこともなければ、輸血や血液製剤などの投与

を受けたこともない。ベクターは、流行地域（例：アフリカなど）から航空機によって持ち込まれ、散

発的なマラリア患者が発生する原因となっている。この空港周辺におけるマラリア感染の事例は、

「空港マラリア」としてよく知られている。つい最近の具体例として、2013年にチュニジアで4症例が

認められた（Siala et al. 2015）。空港マラリアとその他のベクター媒介性疾患を防止するため、航

空機の昆虫駆除に関してWHOは現在、飛行前、出発時、降下開始点（Top-of-descent）での殺虫

剤の処理および残留性殺虫剤処理の4つを推奨している。 

 

6.4.1 飛行前の処理（Pre-fight） 

地上勤務職員が、飛行前に即効作用があり残留効果の少ない殺虫剤を含有するエアゾール剤

を操縦室、客室（トイレ区域を含む）、頭上の収納棚やサイドウォールロッカー、コート棚および乗

務員の休憩区域に散布する。スプレーは乗客が航空機に搭乗する前に噴霧するが、噴霧後1時

間以内にドアを閉める。現在、2%ペルメトリン シス：トランス（25：75）製剤がこの用途に推奨されて

おり、目標濃度は0.7 g a.i./100 mP

3
Pとする。さまざまなタイプの航空機に対して100 mP

3
P当たり35 gの

製剤を噴霧する必要があり、飛沫直径は10〜15 μmである。飛行前噴霧に続き、航空機が到着

http://www.who.int/iris/bitstream/10665/44846/1/9789241564472_eng.pdf
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空港への降下を開始したら、機内噴霧（すなわち降下開始点 [top-of-descent]での防除）を行

う。 

 

6.4.2 出発時の処理（Bocks-away） 

乗客が搭乗したら、客室のドアを閉めてから航空機が離陸するまでの間に乗務員が噴霧を行う。

即効作用のある殺虫剤含有エアゾール剤を使用する。客室に噴霧する間、空調装置のスイッチを

切ること（操縦室の噴霧は、パイロットと乗客が搭乗する前に行う）。頭上の荷物棚のドアは、必ず

噴霧が完了してから閉めること。現在、WHOは2%d-フェノトリン含有エアゾール剤を推奨しており、

100 mP

3
P当たり製剤35 gの割合（0.7 g a.i./100 mP

3
P）で噴霧すること。貨物室も殺虫処理を行う。 

 

6.4.3 降下開始点（Top-of-descent） 

航空機が到着空港への降下を開始したら、降下開始点（Top-of-descent）で殺虫剤の噴霧を

行う。現在、WHOはこの用途で2%d-フェノトリン含有エアゾール剤を推奨しており、正常フローに設

定した空気再循環装置と共に使用される。噴霧量は1 g/秒の標準噴霧速度に基づき、100 mP

3
P当

たり製剤35 g（すなわち0.7 g a.i./100 mP

3
P）を適用する。IHR附録第9に明記されているとおり、飛行

中に実施する毎回の昆虫駆除に関する詳細（場所、日付、時刻、方法）を出入港申告書（明告書：

Aircraft General Declaration）の衛生に関する記入欄（Health Part）に記録する。 

 

6.4.4. 残留性殺虫剤の噴霧（Residual-spraying） 

機内食準備室を除く客室と貨物室の内側面に、WHO規格（WHO, 2010）P

2
Pに従って定流弁とフラ

ットファンノズルを搭載した圧縮噴霧器で殺虫噴霧する。現在、WHOは、ペルメトリン25：75（シス：

トランス）乳剤を標的用量0.2 g/mP

2
Pで2カ月以内の間隔で使用するよう推奨している。乳剤のあふ

れ出しを避けるため、10 mL/mP

2
Pで使用する。残留性殺虫剤の噴霧は害虫駆除専門家が航空機

の内部表面に対して行い、残留活性の長期持続を目的としている。電気の影響を受けやすい区

域では、圧縮噴霧器ではなくエアゾール剤を使用する。噴霧処置が完了したら、乗務員と乗客が

搭乗する前に空調パックを1時間以上運転し、スプレーの揮発性成分を除き空気をきれいにする。

次の噴霧処理までの間に徹底したクリーニングが行われる区域は、さらに「追加（touch-up）」噴

霧を実施する必要がある。スプレー缶を含む駆除剤の剤型が、駆除剤に関する国内規則、国際

標準およびWHO規格に適合し、噴霧作業が国際規則とWHO推奨手順を遵守し、到着国の検疫要

件を満たしている必要がある。 
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6.5 ねずみ族の防除 

6.5.1 公衆衛生 

ねずみ族は食料やごみに誘引されやすく、近くの住みかに潜んで繰り返し出入りしようとする。

船上では、乾燥食品の適切な取り扱いと保管および生ごみを除去することにより、ねずみ族が出

没する機会を大幅に減らすことができる。旅客船および貨物船では常に、質の高い公衆衛生を維

持しなければならない。 

 

6.5.2 ラットガード 

すべての係留ロープにラットガードを使用すれば、ラットの船舶へ

の侵入や船舶から港への移動を防止することができる（図50）。標準

的ラットガードは最小直径36インチ（91.4 cm）、円錐角30度であり、18

ゲージ鋼またはアルミニウム板で作られている。ラットガードは、円錐

の先端を船舶に向けて取り付けなければならない。ラットガードは、埠

頭から6フィート（1.8 m）以上、船舶から2フィート（0.6 m）以上の位置に

取り付ける。布（ウエス）を使用して、ラットガードの隙間を塞ぐことが

できる。布（ウエス）はしっかりと固定し、緩みが生じたり、ラットが引き

離すことがないようにする。ストレイロープ（stray lines）があれば、水

に濡れないようにしておく。 

 

2本のロープが互いに接近している場合、双方のロープを1つのラットガードに通してまとめるか、

ラットガードを2つ並べて、または双方が接触するように設置する。こうすれば、ラットが一方のロー

プからもう一方のロープに跳び移ったり、ラットガードを回避したり、ラットガードが無効になるのを

防ぐことができる。ペスト流行地の海港に停泊する場合を除き、国際保健規則はすでに船舶のラ

ットガード使用を義務づけていない点に留意されたい。とはいえ、ねずみ族が船舶と海港とを行き

来しないようにするために、現在でもラットガードの使用が推奨されており、特にねずみ族の個体

数が多い海港では使用するのが望ましい。ラットガード使用の有無を問わず、各船舶の船上で常

に食品と生ごみの適切な衛生管理対策を維持し、ねずみ族の誘引源を最小限に抑える。 

P

2
P 5Thttps://extranet.who.int/iris/restricted/handle/10665/44836 

 

6.5.3 ねずみ族の移動を制限するための照明 

ねずみ族は夜行性のため、光を避ける。夜間に港湾、貨物室と空港のラゲッジルーム、倉庫お

よび舷門を照明で照らせば、ねずみ族は自由に動き回るのをあきらめ、港と船舶の間を移動しな

図 50. 係留された船舶にラッ

トガードが取り付けられてい

る。 

© S. Senthil Nathan 

https://extranet.who.int/iris/restricted/handle/10665/44836
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くなる。配備されていないのであれば、カーゴネットを持ち上げて取り外し、ねずみ族が至るところ

で動き回らないようにしなければならない。 

 

6.5.4 埠頭の脇の点検/船上サーベイランス 

持ち込まれるすべての品物と物資の検査を徹底し、ねずみ族が活動した兆候がないか調べる。

別項で推奨されているとおり、ねずみ族の糞、体毛、尿およびかじり痕は、ねずみ族が船舶に侵

入した可能性を示す有力な手掛かりである。したがって、これらが発見されたら直ちにねずみ族の

生存個体のサーベイランスと防除措置を開始する必要がある。 

 

6.6. ねずみ族の防除 

さまざまなタイプのトラップを使用して、ねずみ族を防除することができる。ラットは新しいものを

警戒するため、すでにトラップに捕獲された他のラットを見ると、近づかない。このような問題に対

処していないトラップは、若齢で経験の乏しいラットのみが捕獲される可能性が高い。トラップには

さまざまなタイプがあるため、以下で考察する。 

 

6.6.1 従来式ラット用ケージ型トラップ  

ラット用ケージ型トラップは金属製ボックス型ケージであ

り、主にラットを生きたまま捕獲するよう設計されている

（例：Wonderトラップ、図51）。ピーナッツバターを塗ったパン

などの餌（毒は入れない）をケージ型トラップに仕掛ける。  

動物がケージに入り、餌に向かって移動すると、装置が作

動して入口のフタが閉まる。動物は生きたまま捕獲され、

負傷することもない。動物は、その後に殺処分することがで

きる。 

 

6.6.2 板バネ（パチンコ）式トラップ 

ラット専用に設計されたトラップは、ラットの頸部や脊椎を砕くほど強力である。同様に、人間の

手指を砕く可能性もある（一方、よく見かけるバネ式マウストラップは、人間の手指が砕ける可能

性はきわめて低い）。ラット用に設計されたバネ式トラップは、マウスが餌に食いついた時にバネ

が作動するほどには感度が高くないことに留意する。 

  

図 51. 円錐入口付き従来式ラットケージ

（Wonder トラップとしても知られている） 

© S. Senthil Nathan 
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6.6.3 粘着トラップ 

粘着トラップは無毒で、ボール紙に粘着性のある接着剤が塗ってある。ラットがその上を通過し

ようとすると、動けなくなり、最終的に脱水と窒息で死亡する。ラットを誘引するため、ボール紙の

上に餌を置いてもよい。このトラップは特に、マウスの個体数を減らすのに有効である。十分な数

の個体を捕獲するためには、2〜3 週間続けて粘着トラップを仕掛ける必要がある。罠にかかった

個体が死ぬまで長期間苦しむことになるため、一部の国ではこのトラップの使用が禁止されてお

り、この方法を推奨することはできない。 

 

6.6.4 電気式ラットトラップ 

電気式ラットトラップがトラップの床上にある金属板でねずみ族を感知すると、バッテリーによっ

て増強された高電圧電気が流れる。遠隔指示により、いつトラップが作動したのかを知らせる製

品もある。 

 

6.6.5 シャーマントラップ 

シャーマントラップは 8 枚のヒンジ連結プレートでできており、完全に折りたたむことができ、ね

ずみ族を生きたまま捕獲できるよう設計されている。ねずみ族は、トラップの後方に設置された餌

に誘引される。ねずみ族が敷板の上を通過すると、その体重でバネが作動し、後ろでフタが閉ま

る。 

 

6.7 サシチョウバエ：個人防護および防除 

サシチョウバエの刺咬に対する防護と有効なサシチョウバエ防除については、有効性が確認さ

れている以下の対策を検討する。 

 

1. 個人防護 

・両腕と両脚を覆う衣服を着用する（サシチョウバエに皮膚を露出させないこと）。 

・ヘッドネット防護具を着用して頭部と顔面を覆い、サシチョウバエのサーベイランスおよび防除

作業中に刺咬されないようにする。 

・露出する皮膚に虫除け剤としてDEETローションを塗る。 

・ユニフォームを着用するスタッフは、各自のユニフォームを衣類にある表示に従って40%ペルメ

トリン濃縮物で処理する。 

・個人のユニフォーム処理に、すぐ使用できるindividual dynamic absorption（IDA）キットおよび

ペルメトリンエアゾール剤が用いられている（5Thttp://www.afpmb.org/sites/default/fi 

les/whatsnew/2012/Sandfl y_PocketGuide_2012.pdf5T）。 

http://www.afpmb.org/sites/default/fi%20les/whatsnew/2012/Sandfl%20y_PocketGuide_2012.pdf
http://www.afpmb.org/sites/default/fi%20les/whatsnew/2012/Sandfl%20y_PocketGuide_2012.pdf
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2. サシチョウバエの防除： 

ペリメトリン、ビフェントリンおよびラムダ-シハロトリンなどの合成ピレスロイドを噴霧すれば、サ

シチョウバエを効果的に防除できる。これらは、ポイントを噴霧するノズルの手動加圧式圧縮ポン

プで散布する。植物や広い区域には、エンジン加圧背負式噴霧器やトラック搭載の液体噴霧器を

配備すればよい。熱煙霧消毒およびULVの利用もサシチョウバエ防除に有望であることがわかっ

ている。殺虫剤散布の前、散布中および後に、本ハンドブックの別項に記載されているすべての

必要な予防措置をとり、散布の有効性を最大限に発揮すると共に、ヒトや動物への曝露を最小限

に抑えなければならない。加盟国は、エントリーポイント付近の現地データが存在するのであれば、

殺虫剤を選択する前に媒介種のさまざまな殺虫剤に対する耐性を評価するか、あるいは必要に

応じてナショナルヘルスサービスやサシチョウバエ防除プログラムと連携しながらデータを生成す

るよう取り組むことができる。 

 

6.8 ノミ類：個人防護および防除 

以下の状況が発生したら、ノミ防除対策をとる必要がある。 

 

・いずれかの地域でラットが観察されたり、ラットが通過した兆候が確認された場合。 

・ノミ個体数/ノミ被害の増加（ノミ指数の増加）が報告された場合。 

・エントリーポイント、特に倉庫などのねずみ族が出没する場所での積極的サーベイランスで、

具体的なノミ指数が1.0を超えた場合。 

 

ペスト媒介動物の防除には、個人的予防、薬剤散布および残留性殺虫剤噴霧などの対策が推

奨される。 

 

個人的予防策には、以下が含まれる。 

・ノミに咬まれないようにするため、皮膚や衣類にディート（DEET）、フタル酸ジメチルなどの忌

避剤を使用する。 

・足首まで覆う靴や膝までの靴下を履く。 

・地表面から 0.5 メートル以上高いベッドで眠る。 

 

薬剤散布の措置として、10% DDTまたは5%マラチオン粉末（水和剤粉末）によるねずみ族の巣

穴や抜け道の処理などが挙げられる。回転プランジャー式ダスターまたはシアンガスポンプで殺

虫剤粉末をねずみ族の巣穴の出入口に吹入れ、出入口を取り囲むように厚さ0.5〜1.0 cm、幅20

〜25 cmの粉末散布パッチを置く。 
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残留性殺虫剤噴霧に使用する殺虫剤は、マラチオン、デルタメトリン、シフルトリンおよびラムダ

-シハロトリンである。処理区域を含め、それぞれの製剤について以下で考察する。 

 

マラチオン25% 水和剤（WP）噴霧製剤 

・有効成分2.0 g/mP

2
Pで懸濁液を噴霧する。 

・5%懸濁液を作製するためには、2.0 kgの25% WPを水10リットルに混和する。 

・年1回または現地要件に従って散布する。 

 

デルタメトリン2.5% WP 

・有効成分20 mg/mP

2
Pで懸濁液を噴霧する。 

・0.125%懸濁液を作製するためには、400 gの2.5%デルタメトリンを水10リットルに混和する。 

・年1回または現地要件に従って散布する。 

 

シフルトリン10% WP 

・有効成分25 mg/mP

2
Pで懸濁液を噴霧する。 

・0.125%懸濁液を作製するためには、125 gの10%シフルトリンを水10リットルに混和する。 

・年1回または現地要件に従って散布する。 

 

ラムダ-シハロトリン10% WP 

・有効成分25.0 mg/mP

2
Pで懸濁液を噴霧する。 

・0.125%懸濁液を作製するためには、125 gの10%ラムダ-シハロトリンを水10リットルに混和する。 

・年 1 回または現地要件に従って散布する。 

 

処理区域 

屋内環境で残留性殺虫剤を噴霧する場合、ノミは0.5メートルまでしか跳び上がれないため、対

象区域に1メートルの高さまで噴霧する。 

ヒトが眠る場所、動物の寝床、ラグの下、亀裂や隙間にも噴霧する。 

屋外の処理は、ねずみ族、ネコ、イヌなどが頻繁に出入りする区域をすべて含める。蚊族の成

虫防除に用いられる手法に従い、残留性殺虫剤噴霧には手動圧縮ポンプを使用するP

3
P。 
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6.9 ゴキブリ防除 

6.9.1 粉末 

ホウ酸は、ゴキブリの侵入防止に有効な手段である。餌に混ぜ込んだホウ酸や、ゴキブリの通

路に設置する残留性製剤がある。ゴキブリがホウ酸の設置区域を通過すると、ホウ酸粉末が脚

や体に付着する。ゴキブリが身繕いする際に、ホウ酸の粉末を体内に取り込む。効果を得るため

には、ホウ酸の粉末を慎重に使用しなければならない。食物や台所用品に接触させないように、

食品と接触することになる表面をすべて覆うこと。 

 

6.9.2 エアゾール剤 

d-フェノトリンの2%エアゾール剤またはピレトリン製剤が噴霧用に推奨される。拡張チップを使

用して、亀裂や隙間に噴霧する。 

 

6.9.3 餌 

ゴキブリがよく出入りする区域に餌を設置する。ゲル餌はさまざまな有効成分を利用することが

でき、そのうちの数種類がゴキブリに効く。ゴキブリが餌を食べると、有効成分によって死に至る。

ゴキブリは個体同士で餌を共有するため、かなり大きな個体群のノックダウン作用と致死効果を

迅速に得ることができる。 

 

注：ゴキブリの蔓延が広範囲に及ぶ場合やゴキブリ駆除後も卵が認められた場合、卵から孵化

した若虫（ニンフ）から個体数が急速に増大する可能性がある。 

 

6.10 イエバエ防除 

イエバエは不快な原因となるだけでなく、ヒトに多くの感染症をもたらす原因となる。ハエは食品、

台所、台所に付随する場所および生ごみに群がりやすい。餌の摂取や繁殖に適した条件が存在

すれば、大群になる可能性がある。至る所に存在し、ヒトに密接について回るため、あらゆるエン

トリーポイントで大きな問題となる。例えば、到着しアンカーしている船舶、航空機、大型トラックや

電車など、これらの内部に繁殖条件が整っている場合には簡単に入り込むことができる。 

 

P

3
P  詳しい情報は、以下を参照のこと：

(5Thttp://www.searo.who.int/entity/emerging_diseases/documents/ISBN_9789_92_9022_376_4/en/ 5T) 

 

疾患コントロールは、基本的に汚水設備と衛生管理が重要である。ハエが食品、食品を扱う区

域およびヒトに接触できないように、適切な衛生管理が実践されるようする。また、繁殖場所を減

http://www.searo.who.int/entity/emerging_diseases/documents/ISBN_9789_92_9022_376_4/en/
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らせば、ハエを駆除することができる。汚水設備と衛生管理は、当該区域にハエが群がるのを最

小限に抑える一助となる。 

ハエの繁殖場所を除去するためには、殺菌剤を使用してキッチンの床を繰り返し洗浄し、調理

場の表面、台所用品、その他の調理場および食堂（例：船舶や航空機のギャレーなど）を清潔に

すると共に、調理済み食品をラッピングする。生ごみ、牛糞、排泄物および排水設備の廃棄物は

きれいに片付けて、処分される時刻までフタで覆っておく。スラッジ（汚泥）や有機廃棄物はハエの

繁殖場所となるため、特にエントリーポイントの地上の汚水は定期的に清掃する。エントリーポイ

ントにあるすべての排水管をコンクリートにするのが理想的である。 

エントリーポイントで出される生ごみは、数キロメートル離れた衛生的な埋立地まで運搬される

可能性がある（そこで生ごみは圧縮され、ハエの繁殖を防止するため15〜30 cmの新しい土の層

で覆われている）。窓やドアに網戸をつけて、ハエを寄せ付けないようにする。調理場や食堂の区

域では、ドア上にエアカーテンを設置すると、ハエの侵入を防ぐことができる。昆虫を感電死させる

装置も使用することができる。一般に、ＵＶライトで誘引し、電気網で殺虫する。別の方法として粘

着トラップの使用があり、ハエがよく活動する場所で天井から垂直に吊るす。トラップがハエで覆

われるまで捕獲効果がある。誘引効果のある砂糖を使用すれば、粘着トラップにハエをひきつけ

ることができる。 

短期残留性による迅速なノックダウン作用、または残留性殺虫剤による長期防除効果を獲得

するために、化学的手法が用いられる。使用前に、当該殺虫剤に対するハエ個体群の化学的耐

性の有無を確認することが不可欠である。ジクロルボス蒸散剤は殺虫成分を徐々に放出するた

め、2〜3カ月効果が持続し、特に換気の少ない場所では有効である。ハエは、夜間にカーテン、

ひも、タペストリー、ワイヤなどに集団で休息する傾向がある。この行動をうまく利用し、吊り下げ

型の殺虫剤物質を細長い細片やひも状に切って天井から吊るせば、ハエを防除することができる。

ハエは休息時に殺虫剤に曝露し、駆除される。多くの有機リン酸系およびカルバメート化合物を

致命的トラップに利用することができる。従来式シロップ、麦芽、カルバミン酸アンモニウム、全卵

から、より進歩したハエ用合成誘引物質（Synthetic Fly Attractant：SFA）である。88%魚粉、5%硫

酸アンモニウム、5%トリメチルアミン塩酸塩、1%リノール酸および1%インドールの混合物まで、さま

ざまな誘引物質がトラップの効果を上げる。また、さまざまな種類の乾燥餌、液体ふりかけ餌、液

体餌ディスペンサーおよび粘着ペイントを利用することができる。 

 

家畜小屋や飼育場では残留性殺虫剤が推奨される。ハエ駆除用の残留性殺虫剤として、さま

ざまな有機リン酸系およびピレスロイド製剤を利用することができる。これらは小型噴霧器で広い

面積に噴霧することができ、数週間にわたり効果が持続する。ハエが好む区域に選択的に噴霧

することが重要である。屋内空間用スプレーを使用すれば、ハエ全体をすみやかに減少させるこ



82 
 

とができるほか、他のすべての方法を補完することができる。屋外空間用スプレーは、広い区域

でハエを駆除するために繰り返し使用することができるが、すでに室内に侵入したハエや、まだ蛹

から羽化していない個体には無効なことが欠点である。そのため、繰り返し駆除する必要があり、

費用がかさむ。ハエが集まっている場所に直接噴霧すれば、その場にいる個体だけでなく、その

後に殺虫剤処理面に接触する個体もノックダウンさせることができる。ごみ捨て場や牛糞が落ち

ている場所など、繁殖場所を殺虫剤で直接処理すればよい。ハエの幼虫（ウジ）は繁殖場所の奥

深くに生息しているため、駆除効果を得るためには、きわめて大量の殺虫剤を浸透させて繁殖場

所の表面を湿らせる必要がある。よく利用されるごみ捨て場では、大量の生ごみが途切れること

なく廃棄されるため、繰り返し殺虫剤処理を行う必要がある点に留意されたい。イエバエに関する

詳しい情報（WHO 1997）は、以下を参照のこと。    

5Thttp://www.who.int/water_sanitation_health/resources/vector302to323.pdf 5T. 

 

7. 緊急措置 

ベクター媒介性疾患のアウトブレイクが発生したり、通常のサーベイランスで、エントリーポイン

トに外来種のベクターが検出され、緊急に措置を講じる必要がある場合には、リスクに応じた規模

でただちに対応策をとらなければならない（表11）。「モニタリングと評価」セクション（第8章）に記

載したとおり、対策本部の緊急事態調整会議を招集し、アウトブレイク/蔓延について協議する。

徹底した封じ込め措置をとった後、講じた措置の影響の評価を行わなければならない。封じ込め

作戦は、外来種のベクター/ねずみ族が根絶されるまで継続しなければならない。 

  

http://www.who.int/water_sanitation_health/resources/vector302to323.pdf
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表 11. エントリーポイントでベクター種または疾患が検出された場合に講じる措置 

ベクター 緊急事態 サーベイランス措置 防除対策 

蚊族 通常のサーベイラン

スの間、疾患アウトブ

レイク（例：マラリア、

デング熱、チクングニ

ア熱または黄熱）の

報告の後に外来種ベ

クターの未成熟期個

体、または成虫が検

出された。 

当該の種が検出され

た場所、アウトブレイ

クが報告された場所

とその周囲で大規模

なサーベイランスを実

施する。 

繁殖地に幼虫駆除ス

プレーを噴霧し、推奨

する殺虫剤（熱/冷煙

霧殺虫剤）で特に燻

蒸殺虫をはじめとす

る成虫駆除対策を講

じ、侵入したベクター

全体を迅速にノックダ

ウン（駆除）させる。必

要に応じて推奨殺虫

剤を用いる（IRS） 

ねずみ族 在来種のねずみ族の

大規模な出没、外来

種ねずみ族またはペ

スト発生を裏づける

証拠が検出された。 

ねずみ族のサーベイ

ランス用トラップを配

置する。 

ラットがよく出入りす

る通路にねずみ餌

（抗凝固剤）を置く。ペ

ストの場合、ねずみ

族とノミの双方を防除

対策とする（殺虫

剤）。 
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ベクター 緊急事態 サーベイランス措置 防除対策 

イエバエ ハエの増加・拡大、消

化器疾患のアウトブ

レイクが認められた。 

繁殖の可能性のある

場所（例：ごみ捨て場

など）でサーベイラン

スを実施する。 

生ごみを片付け、ハ

エに生息場所を与え

ない。成虫駆除スプ

レー、ハエ餌、ハエ用

トラップおよびハエ幼

虫（ウジ）防除対策を

行う。 

サシチョウバエ サシチョウバエの侵

入/発生が確認され

た、地域の住民にリ

ーシュマニア症の症

例があった。 

被害地でサシチョウ

バエの緊急的なサー

ベイランスを実施す

る。 

特に発生する地域に

推奨殺虫剤（IRS）を

噴霧する。サシチョウ

バエの防除プログラ

ムにおける幼虫駆除

剤の使用は一般に非

現実的とみなされる。 

ゴキブリ ゴキブリの発生が報

告され、特に外来種

や個体群が確認され

た。 

ゴキブリの成虫、若

虫（ニンフ）および卵

嚢のサーベイランス

を実施する。 

確実を期すため、特

に隙間にエアゾール

剤を使用し、餌を仕

掛けたトラップを配備

する。推奨殺虫剤に

よる局所的に IRS を

行なってゴキブリを迅

速に一掃するか、あ

るいは燻蒸殺虫を行

う、特に熱煙霧を奥

深くまで浸透させてフ

ラッシング（追い出し）

効果を得る。 
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8. モニタリングと評価 

モニタリングと評価は、エントリーポイントでのベクターサーベイランスと防除に不可欠である。

これらによって、妥当な管理実践とプログラムの成功が保証される。表12に適用されるIHRの実行

に向けた手順に関連する指針を示す。これは、ベクターサーベイランスと緊急事態における対応

能力とを含めたエントリーポイントでの防除能力を確立させるためのものである。 

 

表12. エントリーポイントでのIHR履行に関連する指針 

カテゴリー  プロセス指標 成果指標 

IHR（2005）に関連する方針 重要なエントリーポイントにお

ける国家政策としてのIHRの

履行について、締約国が勧告

を発出する。 

法律制定または通知により、

国家レベルでのIHR（2005）履

行が義務化された。 

IHR（2005）の履行を支持 利害関係者が、 IHR（2005）

の国家レベルでの履行の支

持を開始。 

実用的手順が講じられ、 IHR

（2005）履行のための道筋

（road map）が作成された。 

エントリーポイントの指定 主要なエントリーポイントを指

定し、WHOと共有する。 

指定されたエントリーポイント

が、IHR条項を履行するため

の具体的な提案を策定し始

めた。 

エントリーポイントでの IHR

（2005）履行 

ベクターサーベイランスと防

除の評価に関するインフラス

トラクチャーと人材開発。 

必要なインフラストラクチャー

が整い、必要な技能を備えた

さまざまな部門の人材を採

用。専門会社に外部委託。 
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カテゴリー  プロセス指標 成果指標 

ベクターサーベイランスと防

除。コア・キャパシティ（core 

capacity） 

能力構築/技能開発評価のた

めの幅広い人材のトレーニン

グと訓練スケジュールの計画

立案、クラス（レベル）に特定

された人材（resource person）

と適切な資料、およびベクタ

ーサーベイランスと PPE を含

めた防除対策に関する実践ト

レーニングの必要性。必要な

検査施設および現場のデー

タのフォーマットについて協議

する。必要に応じて、特定さ

れた蚊族（卵・幼虫・蛹と成

虫）の防除対策の実施。他の

ベクター（例：ゴキブリ、サシチ

ョウバエ、イエバエおよびね

ずみ族）に対する防除措置の

特定と協議を実施。 

ベクターサーベイランスと防

除のインフラストラクチャーを

開発し、人材トレーニングを

行い、検査施設と現場のフォ

ーマットを開発する。実地試

験を行い、パイロット試験後

に改善を行う。現地作業を開

始、適切な PPE を調達し、供

給体制を確立。 

影響評価 ベクターモニタリングプログラ

ムを設計し、影響評価の指針

をリスト掲載。影響評価のた

めのベクターデータのフォー

マットを開発、影響評価の実

施頻度を決定する。 

業績評価の指標、ベクターデ

ーのフォーマットの検証、影

響評価訓練の完了。サーベイ

ランスデータに基づくベクター

全体の評価。異常事象がみ

られた場合には、さらなる措

置を計画立案する。サーベイ

ランスで外来種ベクターが発

見された場合には、ベクター

が根絶されるまで緊急的な防

除策を行う。 
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カテゴリー  プロセス指標 成果指標 

緊急事態への備え 模擬演習においてベクターの

カテゴリー別に緊急的な防除

策を定め、検証する。専門知

識・技能が獲得されるまで訓

練を繰り返す。緊急対策をベ

クター防除チーム全員と共有

する。 

緊急対策本部および調整機

構を確立し、命令指示を特定

し、周知する。必要に応じ、そ

のつど計画を修正し新しい知

識、技能およびベクター防除

策の開発に対応させる。 
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9. エントリーポイントでの野生生物と動物に関する規則 

エントリーポイントを経由する鳥類と哺乳類は（ペット、家畜または狩猟対象の別を問わず）ヒト

の健康と地域の動物集団に対して深刻な脅威となる可能性がある。ペットや家畜を連れて国境を

通過する者には、ワクチン接種をはじめとする厳しい措置と健康要件が課せられており、条件を

満たすことができなければ、長期間の隔離や入国拒否となる可能性がある（例：犬を連れた旅行

者は、有効な狂犬病ワクチン接種証明書を所持しなければならない）。締約国の獣医学的衛生規

則によって、港湾やエントリーポイントで入国拒否された動物の殺処分が義務づけられている場

合がある。旅行者と一緒に帰国したペットも、初めて入国するペット同様に健康診断と検疫を受け

ることになる。絶滅危惧種に属する外来種には制限も課せられている（例：多くの国が、サルをペ

ットとして国内に持ち込むことを禁じている）。 

侵入種となる可能性がある有害動物やヒトや動物の病原体を運搬する可能性のある潜在的な

有害動物の導入を「選別して排除」する規制制度を策定した数カ国に従い、国際協定が存在する。

動物および動物製品を輸入する場合、生物多様性条約（Convention on Biological Diversity：

CBD）、国際植物防疫条約（International Plant Protection Convention：IPPC）、国際獣疫事務局

（World Organisation for Animal Health：OIE）および世界貿易機関（World Trade Organization：WTO）

により国家が調印した合意書が適用される。これらの規則の適用可能性については、締約国の

合意が必要である。 

また、感染力の強い鳥インフルエンザH5N1、重症急性呼吸器症候群（SARS）およびその他の

人獣共通感染症をはじめとする近年の世界的パンデミックの観点から、国境地帯での監視を継続

する必要性がある。 
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別添 1. 個人用防護具（Personal Protection Equipment） 

個人用防護具（PPE）には、保護衣服、ヘルメット、ゴーグル、シューズのほか、殺虫剤を噴霧す

る人々が殺虫剤曝露や損傷を受けないように設計された衣類や備品などが含まれる。 

 

表A1-1. 個人用防護具の説明と機能（図A1-1および図A1-2） 

PPE サイズ 機能 

カバーオール、使い捨て（気候

により重量と厚さを決定する） 

調節可能 使い捨て。全身を保護し、特に

殺虫剤の飛沫曝露から皮膚を

守る。 

カバーオール、再利用可能

（気候により重量と厚さを決定

する） 

調節可能 再使用できる。飛沫曝露から

皮膚を守る。別々に洗浄して

から再使用する。 

つばの広い帽子またはヘルメ

ット 

調節可能 飛沫から頭部と顔面を守る。 

フェイスシールドまたはゴーグ

ル 

標準 飛沫から目を守る。 

プレフィルタ付き保護マスク 標準 浮遊粒子から鼻と口を守り、

吸入を防止する。 

ガスマスク 標準 微細飛沫や砂煙の吸入を防

止する。 

保護手袋 調節可能 手を守る。袖口を手袋の内側

に入れる。 

ブーツ 調節可能 脚を守る。ブーツの外側をオ

ーバーオール作業服で覆う。 

レインコート 標準、男性用および女性用 噴霧作業中に雨から身を守

る。 
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WHO健康安全規則では、駆除剤や駆除剤含有物の取り扱い、輸送、保管、使用およびクリー

ニング時の駆除剤曝露に起因する潜在的な被害から殺虫剤噴霧作業者全員を適切に保護しな

ければならないことが定められている。作業者全員が、製品ラベルまたは製品安全データシート

（MSDS）の安全指示に従い、適切な個人用保護衣服を着用しなければならない。 

 

以下のガイドラインに従う。 

・オーバーオールは綿製品を使用し、気候に適した重量と厚さの布地で作る。 

・カバーオールとブーツは、特定の労働者に適したサイズを利用できるようにしておかなければな

らない（女性用および男性用のサイズ）。 

・破損品や紛失物の交換・補充に利用できる予備の手袋、ブーツ、フェイスシールドおよびヘルメ

ットを準備しておかなければならない。 

・噴霧作業スタッフは最低2着のユニフォームを所有し、頻繁に交換できるようにしておかなければ

ならない。 

図 A1-1. コンテナへの殺虫剤噴霧作業中

に PPE を着用している作業者 

図 A1-2. 項目別 PPE の説明図 

噴霧作業者の保護衣服 

A. 帽子 

B. ゴーグル 

C. マスク 

D. 長袖オーバーオール 

E. ゴム手袋 

F. ブーツ 

出典：WHOPES 
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・マスクのフィルタは、噴霧作業日に毎回交換しなければならない。8時間フィルタマスクの場合、

マスク本体は2日に1回交換する。 

・手袋に破損の兆候がないか入念に点検してから使用し、特に指と指の間の部分は慎重に点検

する。保護機能が疑わしい場合には、交換すること。手袋を使用した日は毎回、作業後に手袋

の内側と外側を洗浄し、次に再使用できるようにしておく。 

・擦り切れた手袋は、すぐに新しい手袋と交換する。 

・カルバメート、ピレスロイドまたは有機リン酸系薬剤を使用する噴霧作業の場合、オーバーオー

ルを毎日交換しなければならない。DDT を使用する噴霧作業は、2日ごとに交換する（廃水を最

小限に抑えるため）。 

・オーバーオールに薬剤が直接こぼれ落ちた場合には、すぐにオーバーオールを着替えなければ

ならない。 

・オーバーオールの裾をブーツにしまい込まないこと。 

・噴霧機器を洗浄するスタッフは、袖を覆うことのできる長手袋を着用すること。 

・監督者は、作業者全員が必ず保護衣服を着用するよう徹底しなければならない。 

 

出典：(WHO 2015)および(President’s Malaria Initiative 2013)の編集物 

  



94 
 

別添2. ベクターを扱う業務に対する検査施設要件 

以下のリストには、ベクター検査を実施する検査施設で常備しておくことが望ましい品目が掲載

されている。ただし、検査施設要件は、国家の法的必要条件や政策要件、ならびに国家的な検査

施設品質保証システムの支配下に置かれるべきである。以下のリストは網羅的ではなく、必要に

応じて拡充される場合がある。 

 

I. 室内設備 

1. 十分な照明 

2. 空調設備 

3. エアカーテン 

4. 作業机 

5. 紙/コルク製の掲示板 

6. 座り心地のよい回転椅子/スツール 

7. 蚊族成虫ケージ用の鉄製ラックまたはデスク 

8. 収納キャビネット 

9. 昆虫標本箱 

 

II. 機器 

1. 双眼解剖顕微鏡と予備部品（特に、内部光源が装備されている場合には電球） 

2. 双眼複合顕微鏡と予備部品（特に、内部光源が装備されている場合には電球） 

3. 拡大鏡 

4. 冷蔵庫 

5. −20℃冷凍庫 

6. CDC型ライトトラップまたは蚊族サーベイランス用の同等トラップと十分な予備部品 

7. デスクトップコンピュータ、プリンタ、連続電力供給とインターネット接続 

8. コピー機 

9. 検査施設用の温度計と湿度計 

10. ラット用トラップ（板バネ（パチンコ）式、従来式の鉄製ケージ（捕鼠カゴ）、粘着トラップ） 

 

III. 化学薬品と試薬 

1. 液浸油 

2. DPX（Distrene-Plasticiser-Xylene）封入剤 

3. パラジクロロベンゼン 
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4. 塩化ナトリウム（NaCl） 

5. ギムザ染色剤（すぐに使用できるもの） 

 

IV. ガラス製品、プラスチック製品、小型の器具と資材 

1. ペトリ皿 

2. スライドガラス 

3. カバーガラス 

4. PCRチューブ 

5. 試験管 

6. 時計皿 

7. ピンセット 

8. 解剖用ニードル 

9. 連結式広口瓶 

10. メスシリンダー（最大容積50 mL、100 mL、500 mL） 

11. 綿 

12. ティッシュペーパー 

13. 紙ナプキン 

14. 手袋 

15. バルブ付きドロッパー 

16. プラスチック製たらい 

17. プラスチック製ボウル（最大容積300 mL） 

18. 網地 

19. 輪ゴム 

20. 蚊幼虫の餌（信頼できるブランドの粉ミルクと魚粉フレークを均等割合で混合；酵母と犬用ビ

スケットを60:40の割合で混合） 

21. 蚊族用の口で吸う吸引器（吸虫管）および電動吸虫管 

22. 蚊ケージスタンド（1 ftP

3
Pまたは2 ftP

3
P） 

23. 細かいヘアブラシ（0番） 

24. 標本を梱包し、監視検査施設に輸送するためのプラスチック容器 

25. エアーパッキン 
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別添3. エントリーポイントでの蚊族とねずみ族のサーベイランス方法 

ベクター（成長段階） 方法 ツール 

蚊族（卵・幼虫・蛹） 1. 繁殖生息環境をマッピング

する。 

2. 生息環境の一覧を作成

し、写真を撮影する。 

3. エントリーポイントの半径

400メートルの円内を対象とし

て集中的なサンプリングを行

う。 

4. 卵・幼虫・蛹の標本を検査

施設に送付する。 

5. 昆虫実験室で飼育し、羽

化した成虫の種を同定する。 

6. 現場データとベクターが好

む繁殖生息地を解析する。 

7. エビデンスに基づくベクタ

ー防除戦略（IVM）を作成す

る。 

1. 蚊族卵・幼虫・蛹のサンプ

リング用調査キット（5.5.2.1項

を参照） 

2. 繁殖生息環境の写真撮影

用カメラ 
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ベクター（成長段階） 方法 ツール 

蚊族（成虫） 1. 在来種のリストを作成す

る。 

2. 場所と時間を考慮したサン

プリング計画 

3. 蚊族の刺咬活動、宿主お

よび休息場所の選好性に基

づくサンプリング法を用いる。 

4. 採集した侵入種の標本に

ついて、同定し専門家の助言

を求める。 

5. 標本を委託検査施設に送

付し、確認を依頼する。 

6. その一方で、種の標本が

最初に採集された区域とその

周囲で、CDC型トラップ/同様

のトラップを使用して多くの蚊

を採集しなければならない。 

7. 疾患アウトブレイクの場

合、現地または指定された委

託施設で病原体を特定しなけ

ればならない。 

1. 成虫採集用現場キット

（5.6.1項参照） 

2. CDC 型ライトトラップまたは

同様のトラップ 

ねずみ族 1. 獣道とラットサインを調査

する。 

2. ねずみ族の足跡を調査す

る。 

3. かじり行動を観察する。 

4. 糞を観察し、ねずみ族の

同定を行う。 

5. UVライトで尿を観察する。 

6. サーベイランスのためトラ

ップを配置する。 

1. カバー付きトラップおよび/

またはスナップ式トラップ 

2. トラップに仕掛ける餌 

3. ラット用トンネル 

4. 拡大鏡（糞を観察する） 

5. UV ライトのトーチ 
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別添4. 標本の同定、保存および指定検査施設への輸送 

ベクター（成長段

階） 

標本の状態 方法 梱包 注意事項 

蚊族（成虫） 

サシチョウバエ 

ゴキブリ 

ドライ（乾燥して

いる状態） 

昆虫針に成虫標

本または若虫

（ニンフ）を載せ

て胸部（脚部と

脚部の間）に刺

し、昆虫針のもう

一方の先端をコ

ルクに設置す

る。鉗子でチュ

ーブの底面に数

個のパラジクロ

ロベンゼン結晶

を静かに滑り込

ませ、結晶が溶

けるまでロウソク

の炎で温める

（冷えるとすぐに

凝固する）。こう

すれば、標本に

カビが生えるの

を防ぐことができ

る。取り付けた

標本を十分な大

きさのガラス管

に入れ、コルク

で入口を塞ぎ、

ガラス管に適切

なラベルを貼付

する。 

気泡緩衝材で標

本入りチューブ

をしっかりと梱包

し、箱詰めする。

ポリスチレンビー

ズやその他の梱

包材料で隙間を

埋め、衝撃を和

らげる。梱包物

に「fragile（割れ

物注意）」ラベル

を貼付する。生

物材料を引き受

ける宅配便業者

に標本の配送を

依頼する。 

カバーレターを

添えて発送し、

電話または電子

メールで委託検

査施設に連絡を

入れ、緊急要件

であることを説

明し、迅速な同

定を依頼する。 
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ベクター（成長段

階） 

標本の状態 方法 梱包 注意事項 

蚊族（卵・幼虫・

蛹） 

ウェット（湿って

いる状態） 

漏れ防止フタ付

きガラス管を使

用して、70%アル

コールに漬け

る。ガラス管に

適切なラベルを

貼付する。 

密封してアルコ

ールの蒸発を防

ぐ。 

アルコール漬け

標本の発送に制

限が課せられる

場合がある（可

燃性のため）。

可能であれば、

標本を委託検査

施設に直に届け

てもよい。 

蚊族（成虫） デジタル画像 重要な形態学的

形質/特徴を強

調した実体顕微

鏡下で標本の明

瞭かつ鮮明な写

真を撮影し、簡

便な分類学的分

類に従って標本

を種のレベルに

まで分類する。 

訓練を受けた有

資格スタッフが

記録した観察所

見リストと共に画

像を指定の検査

施設に電子メー

ル送信する。可

能であれば、暫

定的な同定につ

いて言及する。 

外来種に対して

適切かつ迅速な

措置を講じるた

め、委託検査施

設による標本の

同定/確認を至

急実施してもらう

よう要請する。

多くの国で、生

物標本の外国へ

の移動が禁止さ

れている。この

ため、デジタル

画像転送は迅速

かつ簡便で低価

格なだけでなく、

手間がかからな

い。 
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別添5. 病原体の検出に関する検査施設要件 

1. 顕微鏡検査（マラリア原虫 ［Plasmodium］およびリーシュマニア［Leishmania］種の検出） 

・倍率の高い位相差顕微鏡（100倍対物レンズ） 

・滅菌プリッキングランセット（穿刺針：ランセット） 

・綿棒（すぐ使用できるタイプ）入り小袋（またはイソプロピルアルコールに浸した綿） 

・スライドガラス 

・既製品の染色剤（ギムザ/リーシュマン/Field/JSB） 

・連結式広口瓶 

・メタノール（薄層塗抹標本の固定用） 

・ビーカー 

・メスシリンダー 

・乾燥棚 

・薄層塗抹標本ラベル表示用の鉛筆 

 

2. 迅速な診断検査（マラリア検出） 

・標準品質の迅速検査キット（すぐ使えるタイプ） 

○P. falciparumは一種類（HRP-2ベース） 

○P. falciparum（HRP-2ベース）およびP. vivax（LDHベース）の二種類 

○すべてのヒトマラリア原虫（Plasmodium）種の検出（HRP-2および各マラリアの特異的LDH

と多価（２種類以上）のコンビネーションLDH） 

 

3. マラリア原虫またはリーシュマニア感染のELISA/PCR検出の要件* 

・プレートリーダー  

・遺伝子増幅装置（PCR）  

・アガロースゲル電気泳動ユニット 

・マイクロピペット 

・UVトランスイルミネーター 

・ゲルドキュメンテーションシステム 

 

ELISA/PCRに必要な化学薬品/試薬 

・ELISA試薬  

・PCR緩衝液  

・プライマー 
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・デオキシリボヌクレオチド三リン酸（dNTP） 

・Taqポリメラーゼ 

・DNAテンプレート 

・脱イオン水 

 

電気泳動に必要な化学薬品/試薬 

・アガロース 

・TBE緩衝液  

・エチジウムブロマイド 

・追跡用色素（マーカー） 

*ペスト、デング熱、チクングニア熱については実行不能。 
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別添6. エントリーポイントにおける潜在的な蚊族の繁殖地と対処のための介入方法 

繁殖地 潜在的な問題 是正措置 

地上排水 縁部に起伏があり、補強され

ていない、生ごみや固形廃棄

物の投棄による詰まり、欠陥

のある傾斜 

縁部を補強し、適切な傾斜を

つける。定期点検を行う。確

実に廃棄物を取り除き、水が

淀みなく円滑に流れるように

する。 

飲用水タンク タンクが開いている、フタの紛

失や破損、排水管が開いて

いる、メッシュ（網）が取り付け

られていない、メッシュ（網）が

裂けている。 

防蚊加工フタの組立品を取り

付ける。排水管の口に穴あき

スクリューキャップを常時はめ

ておくか、あるいは網目サイ

ズ2.5 mm未満の丈夫なプラス

チックメッシュで覆う。 

浄化槽 全部または一部が開いてい

る。通気口が開いている。 

フタをモルタルで封止し、蚊族

が出入りする隙間を確実にな

くす。通気口を丈夫なプラス

チックメッシュで定期的に覆

う。日常的に点検を行う。 

点検/サービスチャンバー 全部または一部が開いてい

る。 

日常的に点検を行う。ぴった

り閉まる防蚊加工フタを取り

付ける。 

仕切弁チャンバー チャンバーが開いており、弁

から水が漏出している。 

必ずカバーで覆っておく。定

期的なメンテナンスで漏水を

防ぐ。 

ショベルカーのバケット 直立状態で保管されている。 常に逆さに伏せて保管する。 
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繁殖地 潜在的な問題 是正措置 

防舷材として使用されている

タイヤ、または不用タイヤな

いし廃棄タイヤ 

降雨時に真水がたまる。 タイヤの3時、6時、9時および

12時の位置に2平方インチの

穴を開ける。使用済みタイヤ

を定期的に処分する。暫定的

に横に寝かせたタイヤを1つ

ずつ積み重ね、最上部をビニ

ールシートで覆い、シートの

上に重い平板を載せて固定

する（図31）。 

港湾または港付近の住宅地

にある建設現場 

穴、キュアリング用スラブ、樽

および石造タンクなどで水が

よどむ。 

（1週間以上）水がたまらない

ようにする。大きな水たまりに

幼虫捕食性魚（グッピー/カダ

ヤシ [Gambusia]または実証

済み在来種）を放流し、監視

する。許可されている幼虫駆

除作用のある生物製剤また

は化学薬品を使用し、すべて

の浅くよどんだ水たまりを消

毒処理する。完了するまでモ

ニタリングを継続する。 

排水管の詰まったテラス 水がよどみやすく、繁殖に適

した環境ができる。 

排水管の詰まりを取り除き、

傾斜に欠陥がある場合には

是正し、水が滞りなく流出でき

るようにする。 

ドック作業者/ドライバーの休

憩室 

夕方に窓やドアが開放され

る。 

ラットがグラスファイバー製ま

たはナイロン製メッシュをかじ

って容易に穴を開ける可能性

があるため、ドアと窓に（でき

れば金属製の）防虫網戸を取

り付ける。 
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繁殖地 潜在的な問題 是正措置 

スクラップ類 さまざまな廃棄物、タンクなど

があり、真水がたまる。 

必ず月 1 回以上の割合でスク

ラップを継続的に処分する。 

廃船 逆さにせずに保管すると、雨

水がたまる。 

逆さまに伏せて保管する。 

重り付きフラットフロート 鉄製フロートが浅瀬で水没す

る。 

立てた状態で保管し、水がた

まらないようにする。 

噴水 定期的に清掃できない場合、

噴水がプランクトンや蚊族幼

虫の住みかとなる可能性が

ある。 

エントリーポイントでの噴水設

置は避ける。噴水がある場合

には常に、外来種または在来

種の幼虫捕食性魚を表面積

1平方メートル当たり 5個体の

割合で放流する。噴水から破

片や藻類マットを片付け、魚

が自由に泳げるようにする。 

草で覆われた湿地 常に水がよどみ、蚊族が繁殖

する原因となる。 

土で埋め立てて平坦にする

か、あるいは除草して幼虫捕

食性魚を放流する。 

水たまり よどんた真水がたまり、降雨

時に繁殖源としての役割を演

じる。 

埋め立てるか、水を抜く。 

井戸 繁殖が繰り返される可能性が

ある。 

幼虫捕食性魚を表面積 1 平

方メートル当たり 5 匹放流す

る。常に魚がいるようにする。 
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繁殖地 潜在的な問題 是正措置 

給水栓 縁に浮き草や藻類が生える。 表面を日常的に清掃する。幼

虫捕食性魚を表面積 1 平方メ

ートル当たり 5 匹放流する。 

大きなホースとパイプ 適切に保管されていない場

合、管に水がとどまり、蚊族

の繁殖を促すことになる。 

屋内保管するか、水が残らな

い方法で保管する。 

貨物室/コンテナ 開いている時に水がたまる可

能性がある。 

必ず常に閉まった状態にし、

水の侵入を防ぐ。 
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別添7. 蚊族サーベイランスのための現場記録フォーム 

A7.1. 蚊族幼虫・蛹のサーベイランス 

海港/空港/エントリーポイントの名称： 

日付 

S. 番号 繁殖地

の名称* 

場所/正

確な所在

地 

陽性の場合、標本に含まれる幼虫および/ま

たは蛹の個体数 コメント 

ハマダラカ イエカ ヤブカ 混在 

L P L P L P L P  

            

            

*担当区域にある繁殖場所の一覧表を作成する。L=幼虫（全齢）、P=蛹 

 

調査した住居/建物/区域の総数： 

幼虫が確認された住居/建物/区域の総数： 

点検確認したコンテナの総数： 

陽性であることが確認されたコンテナの総数： 

繁殖指数（Breeding Index）： 

ハウス指数（House Index）： 

コンテナ指数（Container Index）： 

ブレトー指数（Breteau Index）： 

蛹指数（Pupal Index）： 

 

講じた措置：発生源対策/生物学的防除/化学的防除/昆虫成長調整剤の使用 

 

詳しく記載してください： 

 

現場作業者の署名：    現場監督者の署名： 

 

港湾保健衛生官の署名： 
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A7.2. 蚊族成虫サーベイランス用記録フォーマット 

海港/空港/エントリーポイントの名称： 

採集方法：ハンドキャッチ/スプレーシートで採集/CDC 型トラップ 

採集時刻： 

日付： 

S. 番号 標本採集

場所 

ランダム

採集また

は固定位

置で採集 

種と個体数 コメント 

ハマダラ

カ 
イエカ ヤブカ 

その他

（明記し

てくださ

い） 

種を列挙

してくださ

い 

M F M F M F M F  

            

            

M、雄；F、雌 

 

作業1時間当たりの平均密度（ハンドキャッチ）： 

1室当たりの密度（スプレーシートで捕集）： 

1トラップ/夜間（trap/night）当たりの密度（CDCトラップ捕集）： 

陽性であることが確認されたコンテナの総数： 

 

講じた措置：IRS/熱/冷煙霧殺虫/殺虫剤処理済み材料の使用 

 

詳しく記載してください： 

 

 

現場作業者の署名：    現場監督者の署名： 

 

港湾保健衛生官の署名 
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A7.3. ねずみ族ベクター外部寄生虫サーベイランスフォーム 

港湾の名称： 国名 

日付 トラッ

プ数 

所在

地 

ねずみ

族 

確認さ

れた種 

性別 トラップ

数 

コーミングによる

採集 

標本

個体

数 

コメン

ト 

タ

イ

プ 

個

体

数 

M F 
陽

性 

陰

性 

ダ

ニ

類 

マ

ダ

ニ 

シ

ラ

ミ 

ノ

ミ 

               

               

 

設置したトラップの総数： 

バネが作動したトラップの総数： 

ラットが確認されたトラップの総数： 

採取されたねずみノミ/ダニ類/マダニ/シラミの総数： 

講じた措置：ねずみ用トラップ/餌（抗凝固剤）配置、マラチオン25%WP/デルタメトリン2.5%WP/シフ

ルトリン10%/ラムダ-シハロトリン10%WP殺虫剤で非硫酸化（insulfation）する。 

 

詳しく記載してください： 

 

 

現場作業者の署名：    現場監督者の署名： 

 

港湾保健衛生官の署名 
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別添8. 蚊族ベクターサーベイランスの統計指針（Statistical indices） 

 指数 定義 

A 幼虫・蛹 

1 繁殖指数 検査対象地に対して、蚊族未成熟期個体

陽性と判定された（あらゆる種類の）繁殖

地が占める割合（%）。 

2 ハウス指数（HI） 幼虫または蛹が生息している家屋の割合

（%）。ハウス指数は、ある地域のベクター

繁殖の空間分布を表す。 

3 コンテナ指数（CI） 検査対象コンテナ容器のうち、幼虫や蛹

が生息していた水のたまったコンテナ容

器の割合（%）。この指数は、現場にあるコ

ンテナにおけるベクター繁殖の蔓延率を

表す。 

4 ブレトー指数（BI） 検査対象家屋100軒当たりの陽性コンテ

ナ数（ヤブカ（Aedes）幼虫・蛹個体）。BI

は、現場にある未成熟期個体生息コンテ

ナの密度を表す。 

5 蛹指数（PI） 検査対象家屋100軒当たりの蛹個体数。

蛹指数は、伝播リスクの優れた評価尺度

であり、特にヤブカ（Aedes）によるデング

熱媒介の評価に適している。 

6 柄杓あたり密度 代表的な標本から算出した生息場所にお

ける幼虫と蛹の平均密度。通常、水域全

体から無作為に、1カ所当たり最低5回す

くい取る。 
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 指数 定義 

B 成虫 

1 ハンドキャッチ：作業時間1時間当たりの

密度。 

1時間で捕獲された成虫個体数。すべて

の種または特定の種について表すことが

できる。 

2 総捕獲数 床に設置した白い綿シーツを使用した空

間噴霧によってノックダウンされた後に捕

獲された成虫の個体数（噴霧15分後にチ

ェックする）。 

3 夜間1トラップ当たりの密度（または、ヤブ

カ（Aedes）成虫の場合、昼間1トラップ当

たりの密度） 

連続作動させた蚊トラップを用いて、12時

間のあいだに捕獲された成虫個体数（夜

行性のハマダラカ（Anopheles）およびイエ

カ（Culex）は午後6時〜午前6時、昼行性

のヤブカ（Aedes）は午前6時〜午後6

時）。蚊族の全個体および捕獲されたさま

ざまな種について表すことができる。 
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別添9. ベクター防除のための化学/生物学的殺虫剤* 

ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

蚊族 

1. 未成熟期個

体 

乳剤（EC）の幼

虫発育阻害剤

［Bacillus 

thuringiensis 

israelensis 

WP/EC/粒剤

（GR）］中のOP 

圧縮噴霧器/背

負式噴霧器 

BTI、GR製剤の

場合、噴霧器/

手作業による散

布 

国が定めたガイ

ドラインと製品ラ

ベルの推奨事項

に従う。 

 

2. 成虫 

（クイックノックダ

ウン） 

エアゾール剤 

IRS：推奨殺虫剤 

殺虫剤処理済み

材料 

窓とドアの網戸 

圧縮スプレーポ

ンプ；スプレーキ

ャニスター；冷煙

霧殺虫器/熱煙

霧殺虫器 

長期持続性の殺

虫剤処理したネ

ット/カーテン 

ファイバーグラス

/鉄製の網 

網目サイズ

2.5mm未満 

殺虫剤を噴霧ま

たは取り扱う作

業者全員が認可

されたPPEを着

用する。殺虫剤

の用量は、国が

定める防除プロ

グラムの規定に

従う。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

ねずみ族 予防 

1. 衛生管理 

 

 

 

 

 

 

2. ラットガード 

エントリーポイン

トの貨物、貯蔵

庫、倉庫および

船上をできるだ

け清潔に維持

し、ごみを片付

ける。 

 

埠頭の脇（少なく

とも6フィート）お

よび船舶から2フ

ィートの位置で

船舶をアンカリ

ングする場合、

すべての係留ロ

ープにラットガー

ドを使用する。ラ

ットガードは、円

錐の先端を船舶

に向けて取り付

けなければなら

ない。ラットガー

ドは、最小外径3

フィート、円錐角

30度、18ゲージ

鋼またはアルミ

ニウム製とす

る。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

  照明と行動に関

する制限事項：

ねずみ族は夜行

性であり、貨物

区域、貨物室、

倉庫および船上

に適切な照明を

設置し、舷門や

タラップを夜間に

照明で照らせ

ば、ねずみ族は

船舶への移動を

あきらめる。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

 ねずみ防除 埠頭の脇の点検 

到着物資をすべて

点検し、ねずみ族

が生息する兆候が

ないか調べる（例：

糞、尿、体毛、かじ

り痕または生きた

個体など）、ねずみ

の糞尿で汚染され

ている可能性のあ

る資材は受け入れ

を拒否する。汚染さ

れた品目は慎重に

取り扱い、直接接

触を避ける。 

適切なラット用トラ

ップを使用する。

例：ラット用ケージ

型トラップ、板バネ

（パチンコ）式トラッ

プ、電気式トラップ

または粘着トラップ

など。 

ラットを致死させる

のに有効な毒入り

餌（抗凝固剤）を利

用することができ

る。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

サシチョウバエ IRS：推奨殺虫剤 圧縮噴霧器 -3ラウンドまた

は国が定めたガ

イドラインに従

う。 

必要に応じて、

生息を裏づける

証拠が明白な場

合。 

常用。サシチョウ

バエ刺咬からの

個人防護とサシ

チョウバエの防

除 

殺虫剤を噴霧ま

たは取り扱う作

業者全員が認可

されたPPEを着

用する。殺虫剤

の用量は、国が

定めた防除プロ

グラムの規定に

従う。 

駆除剤を安全に

取り扱うための

使用上の注意と

解毒剤につい

て、ラベルをよく

読む。 

  

 

 

エアゾール剤/空

間噴霧 

 

 

 

噴霧キャニスタ

ー/冷または熱

煙霧殺虫器 

  

殺虫剤処理済み

材料 

 

持続性殺虫効果

のあるネット/カ

ーテン、壁内張

り材料 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

イエバエ 衛生管理 エントリーポイン

トで生ゴミなどの

有機ごみがない

状態を維持する

ことが、イエバエ

の繁殖を防止で

きる最善の方法

である。 

常時 食品/台所用品の汚

染を避ける/食品の表

面をすべて覆う/最低

30分間は処理区域へ

の立ち入りを禁止す

る。駆除剤を安全に

取り扱うための使用

上の注意と解毒剤に

ついて、ラベルをよく

読む。 

ねずみ族はグラス

ファイバー製ネット

をかじって穴を開け

るため、鉄製網が

望ましい。 

  

 

網戸 

 

 

ハエ類が屋内や

食品区域に侵入

できないようにす

る。 

 

 

適切に取り付

け、良好な状態

を維持する。 

 

 

 感電死 調理場/食堂の

区域に感電装置

を取り付け、UV

で誘引し、ハエを

感電死させる。 

定期実施 

 毒餌 毒入り砂糖餌で

ハエを誘引し、殺

虫することができ

る。 

必要時に実施 

 焦点噴霧用殺虫

剤スプレー（でき

るだけ避ける） 

圧縮ポンプ 急激に蔓延し、

その発生源が特

定された場合。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

ゴキブリ 細粉末 ホウ酸は、ゴキ

ブリの侵入に対

し十分に検証さ

れた対抗手段で

ある。餌に混ぜ

込んだ製品や、

ゴキブリの通路

に設置する残留

型の製品があ

る。ゴキブリがホ

ウ酸を設置した

区域を通過する

と、ホウ酸粉末

が脚や体に付着

する。ゴキブリが

身繕いする際

に、ホウ酸の粉

末を体内に取り

込む。 

蔓延度の深刻さ

に応じて決定す

る。ゴキブリ駆除

後にも卵嚢の検

出または接着残

留が確認された

場合には、卵嚢

からの若虫（ニ

ンフ）が孵化して

個体数が急速に

増大する。 

ゴキブリがよく出

入りする区域で

効果を得るため

には、ホウ酸の

粉末を慎重に使

用しなければな

らない。 
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ベクター 推奨殺虫剤/組

成 

適用方法 適用頻度 使用上の注意 

 エアゾール剤 拡張チップを使

用して、d-フェノ

トリンの2%噴霧

製剤または推奨

ピレトリン製剤を

亀裂や隙間に噴

霧する。 

 食物/台所用品

に接触させない

ようにする。処理

する前に、食品

接触面をすべて

覆う。最低30分

間は、処理区域

へのヒトの立ち

入りを禁止す

る。 

 殺虫餌剤 ゴキブリがよく出

入りする区域に

餌を設置する。

ゲル餌はさまざ

まな有効成分を

利用することが

でき、そのうちの

数種類がゴキブ

リに効く。ゴキブ

リが餌を食べる

と、有効成分に

よって死に至

る。 

*注：国の登録/ラベルの規格/国家プログラムの推奨用量に従って殺虫剤を選択する。 
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別添10. 航空機の昆虫駆除 

WHOが推奨する昆虫駆除製品適用法に関する要件および評価指標 

適用方法 適用の要件 評価方法と指標 

飛行前の処理（Pre-fight） 乗客が搭乗する前に、即効作

用があり残留効果の少ない殺

虫剤を含有するエアゾール剤

を噴霧する（搭乗後1時間以内

にドアを閉める）。 

ケージバイオアッセイ：適用後

60分時点のノックダウン効果

および殺虫剤曝露後24時間の

致死率を評価する。 

30分間適用後1時間が経過し

た時点での殺虫処理表面のコ

ーンバイオアッセイ：適用後60

分時点のノックダウン効果お

よび殺虫剤曝露後24時間の

致死率を評価する。 

出発前の処理（Bocks-away） ドアを閉めてから離陸するまで

の間に即効作用のあるエアゾ

ール剤を噴霧する。 

ケージバイオアッセイ：適用後

60分時点のノックダウン効果

および殺虫剤曝露後24時間の

致死率を評価する。 

降下開始点（Top-of-descent） 航空機が降下を開始したら、

即効作用のあるエアゾール剤

を噴霧する。 

ケージバイオアッセイ：適用後

60分時点のノックダウン効果

および殺虫剤曝露後24時間の

致死率を評価する。 

残留性殺虫剤の噴霧

（Residual-spraying） 

航空機の内部表面に長時間

残留作用のある殺虫剤を圧縮

噴霧器で噴霧する。 

殺虫剤処理した面のコーンバ

イオアッセイ（各30分間）：処理

後60分時点のノックダウン効

果および殺虫剤処理後24時間

の致死率を評価する。 

適用の翌日とその後は一定間

隔（例：毎週）で行い、24時間

以内の致死率が80%未満にな

るまで継続する。 

出典：（WHO, 2012a） 
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別添11. 船舶衛生管理免除証明書/船舶衛生管理証明書のひな型（国際保健規則の附録第3） 
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A11.1. 証拠報告書式（ERF）の見本 

この書式には、確認されたエビデンス、審査したサンプルと文書、および船舶検査後に実施す

る防除対策または是正措置が列挙されており、船舶衛生管理証明書（ship sanitation certificate：

SSC）を裏づけるものである。 

SSCに添付する場合、本添付文書の各ページに発行機関が署名、押印および日付を記入する

必要がある。本書式を既存SSCの添付文書として使用する場合、（例えば、印を使用するなどして）

SSCに本添付文書について記載しなければならない。 

 

A11.1. 証拠報告書式（ERF）の見本   
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